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序

昭
和
五
十
年
代
に
お
け
る
本
県
の
社
会
開
発
の
進
展
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
関
越
自
動
車
道.

上
武
国
道•

上
越
新
幹
線
の
開
通
を
控
え
本 

県
の
産
業
経
済
文
化
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
代
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
交
通
網
の
整
備
に
伴
う
社
会
生
活
の
変
革
は
県
民
の
生
活
に
も
大
き 

な
影
響
を
与
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
近
代
化
の
波
は
、
ふ
る
さ
と
の
香
り
と
も
い
う
べ
き
郷
土
の
歴
史
的
遺
産
を
急
速
に
滅
失
さ
せ
つ
つ
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
が
望 

ま
れ
、
保
存
対
策
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
まi

り
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
こ
う
し
た
要
請
に
応
じ
て
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
得
て
、
四
か
年
計
画
で
歴
史
の
道
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

本
年
度
は
そ
の
第
三
年
次
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
二
か
年
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
書
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
調
査
対
象
街
道
は
、T

仁
田
道
、
清
水
峠
越
往
還
、
佐
渡
奉
行
街
道
、
古

戸•

桐
生
道' 

古
河
往
還
の
五
街
道
で
あ
り
ま
す
が
、
下
仁
田
道 

を
除
く
と
比
較
的
短
い
街
道
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
街
道
は
そ
の
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
街
道
で
あ
り
、
ま
た
、
 

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
道
で
も
あ
り
ま
す
。

中
世
の
道
の
面
影
を
と
ど
め
る
清
水
峠
越
往
還•

佐
渡
奉
行
街
道
。
我
国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
及
び
低
湿
地
帯
の
街
道
で
あ
る
古
戸•

桐
生
道
及
び
古 

河
往
還
。
ま
た
、
砥
石
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
道
と
し
て
のT

仁
田
道
等
、
地
域
の
特
色
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

本
調
査
で
得
ら
れ
た
こ
れ
ら
貴
重
な
成
果
を
、
本
書
で
広
く
県
民
に
紹
介
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
に
お
け
る
保
存
対
策
の
資
料 

と
し
て
参
考
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
末
筆
な
が
ら
、
調
査
の
実
施
と
報
告
書
の
作
成
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
調
査
員
の
方
々
や
、
地
元
教
育
委
員
会
並
び
に
協
力
い
た
だ
い
た
地 

元
の
み
な
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

昭
和
五
十
六
年
三
月一

日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

横 

山 

巌
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歴史の道調査実施要項

歴
史
の
道
調
査
実
施
要
項

I

、
目 

的

古
来' 

人
や
文
物
の
交
流
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
士□

い
道
や
水
路
は
、
生
活
や
文
化
を 

理
解
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
並
木
街
道
や
関
所
跡
と
し
て
部
分 

的
に
指
定
さ
れ
た
史
跡
等
を
除
け
ば' 

開
発
そ
の
他
に
よ
っ
て
急
速
に
失
わ
れ
て
き
て
い 

る
。そ

こ
で
、
こ
れ
ら
「歴
史
の
道
」
と
も
い
ぅ
べ
き
由
緒
の
あ
る
道
や
水
路
と
そ
れ
ら
に 

沿
ぅ
地
域
に
残
さ
れ
た
文
化
遣
産
を
調
査
し
、
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的•

集
約
的 

に
保
存
整
備
し
、
県
民
に
よ
る
積
極
的
な
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、 
調

査

主

体

者

群
馬
県
教
育
委
員
会

三
、 
調

査

の

方

法

⑴

指 

導

調
査
の
方
法•

計
画•

ま
と
め
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
係
官
よ
リ
衍̂

を
受
け
る
。
 

⑵

総 

務

調
査
の
計
画•

運
営.

地
元
と
の
調
整
等' 

全
体
を
総
括
す
る
。

県
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
部
文
化
財
保
護
課
長
並
び
に
担
当
職
員
。
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千
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教
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会

⑸

調
査
方
法

〇

 

一
次
調
査

関
係
市
町
村
の
協
力
を
得
て
、
調
査
対
象
の
旧
街
道
の
路
線
と
現
状
と
の
異
同
の 

概
略
を
把
握
す
る
。

〇

二
次
調
査

一
次
調
査
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
調
査
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
す
る
。

⑹

調
査
対
象

昭
和
五
十
五
年
度
は
、
古
河
往
還
及
び
他
街
道
と
す
る
。

(

調
査
事
項)

®
 

道
•

河
川.

運
河
等
及
び
こ
れ
ら
に
沿
ぅ
遺
跡
、
例
え
ば
—
関
•

番
所•

一
里 

塚
•

宿
場•

本
陣.

脇
本
陣•

庄
屋
等
屋
敷.

御

茶

屋

詰

所.

御
仮
屋•

城
館

.  

陣

屋•

奉
行
所•
古
戦
場•

会

所•

並

木•

石
畳•

橋

梁•

隧

道

常

夜

燈
•

道



標
•

地
蔵.

道
祖
神•

井
戸.

河
岸.

渡
船
場•

波
止
及
び
歴
史
的
名
所(

社
寺• 

札
所•

霊

場

温

泉
•

宿
坊
等)
.

名

勝(

庭
園
等)
I

の
分
布
状
況
と
保
存
の
実 

@
 

無
形
文
化
財.

民
俗
文
化
財•

天
然
記
念
物
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

©

道
•

運
河
の
歴
史
的
意
義
格•

沿
革
。

®

 

河
川
の
歴
史
的
変
遷
。

@
 

沿
線
に
設
置
さ
れ
て
い
る
博
物
館•

郷
土
館•

資
料
館.

史
料
館
な
ど
の
公
開
施 

設
の
実
態
と
問
題
点
。

©

江
戸
時
代
の
国
界
藩
界(

正
保•

元
禄.

天
保)

及
び
郡
名
。

四
、
調
査
の
ま
と
め

報
告
書
は
、A
4

版
サ
ィ
ズ
と
し
、
縦
書
き
、
二
段
組
み
と
す
る
。
道' 

運
河
ご
と
に 

分
冊
と
し
作
成
す
る
。

保
存
資
料
は
、
地
図•

写
真•

そ
の
他
と
し' 

文
化
財
保
護
課
に
保
存
し
、
県
民
の
利 

用
に
供
す
る



I 古河往還の概観

I

古
河
往
還
の
概
観

一
、
は

じ

め

に

古
河
往
還
は
、
例
幣
使
街
道
の
太
田
市
新
島
の
追
分
か
ら
埼
玉
県
北
川
辺
町
を
経
て
、
 

茨
城
県
古
河
市
に
至
る
街
道
で
あ
る
。

古
代
、
武
蔵
国
が
東
山
道
に
属
し
て
い
た
頃
は
、
上
野
国
府
か
ら
武
蔵
国
府
に
行
く
に 

は
新
田
駅
か
ら
邑
楽(

お
は
ら
ぎ)

駅
を
経
て
武
蔵
国
に
入
っ
た
。
こ
の
東
山
道
は
、
現 

在
の
古
河
往
還
の
一
部
と
重
複
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た' 

建
暦
元(

I

二

I  

一)

年
、
親
鷺
が
越
後
国
か
ら
常
陸
国
に
行
く
途
中
、
佐
貫 

荘
に
数
日
滞
在
し' 

そ
の
時
浄
土
真
宗
の
悟
り
を
開
い
た
。
こ
の
時
通
行
し
た
道
路
は
、
 

古
河
往
還
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
の
よ
ぅ
に
、
中
世
以
前
は
、
主
要
道
路
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
は' 

江
戸
と
奥
羽
地
方
を
南
北
に
結
ぶ 

諸
街
道
が
発
達
し
た
こ
と
や
、
利
根
川
や
渡
良
瀬
川
の
河
川
交
通
に
お
さ
れ
た
。
こ
の
た 

め
古
河
往
還
は
、
太
田
、
館
林
、
古
河
を
除
く
と
宿
場
も
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
線
と
な
っ
て 

い
っ
た
。

古
河
往
還
は
、
昭
和
九
年
の
陸
軍
特
別
大
演
習
の
大
兵
団
の
機
動
作
戦
の
た
め
に
、
道 

路
の
拡
幅
や
つ
け
変
え
工
事
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
五
年
以
降
の
高
度
成
長
期 

の
道
路
工
事
に
よ
っ
て
、
往
時
の
面
影
が
失
わ
れ
て
い
る
。

道
路
の
つ
け
変
え
工
事
に
よ
っ
て
、
通
行
が
便
利
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、
葬
式
の
野 

辺
送
り
の
行
列
は
、
現
在
で
も
新
道
を
行
か
ず' 

旧
道
を
行
く
所
も
あ
り
昔
か
ら
の
道
路

と
の
結
び
つ
き
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
古
河
往
還
を
村
々
で
は' 

ど
ぅ
呼
ん
で
い
た
か
。
明
治
十
年
の
村
誌
を
も
と
に
考 

証
し
た
。

太
田
市
追
分
か
ら
龍
舞(

旧
山
田
郡)

ま
で
は
、
館
林
道
の
呼
び
方
が
多
く
、
時
に
は 

古
河
往
還
と
も
言
っ
て
い
た
。
館
林
城
下
以
西
の
邑
楽
郡
で
は
、
通
常
太
田
道
と
呼
び
前 

橋
道
と
も
言
ぅ
こ
と
が
あ
っ
た
。
旧
多
々
良
村
で
は
、
古
河
往
還
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
も 

確
認
さ
れ
た
。

館
林
城
下
で
は
、
南
北
の
大
通
り
を
日
光
脇
往
還
と
呼
ん
で
い
た
。

館
林
城
下
以
東
の
邑
楽
郡
で
は
、
古
河
道
、
古
河
往
還
、
下
総
古
河
往
還
と
も
呼
ん
で 

い
る
。

な
お
、
安
政
二 
(

I

八
五
五)

年
の
館
林
藩
の
封
内
経
界
図
誌
で
は
、
城
下
以
西
で
は 

太
田
道
、
以
東
で
は
古
河
道
と
記
し
て
い
る
。

こ
、
街

道

と

文

化

1

中
世
の
文
化
財

太
田
市
の
南
東
部
か
ら
邑
楽
郡' 

館
林
市
地
方
は
、
平
安
時
代
末
か
ら
佐
貫
氏
の
支
配 

下
で
あ
る
佐
貫
荘
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め' 

古
河
往
還
ぞ
い
に
は' 

中
世
の
優
秀
な
文
化 

財
が
あ
る
。

館
林
市
西
本
町
愛
宕
神
社
の
青
石
地
蔵
板
碑
は
、
高
さ
が
約
ニ
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
こ



の
近
辺
で
は
最
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
地
蔵
像
の
下
に
素
朴
な
筆
勢
で'

右
志
者
為
過
去
慈
父
出
離

生
死
注
生
極
楽
成
仏
得
道

文
永
第
癸
酉
二
月 

日

十
三
ケ
歳
十
二
孝
子
敬
白

と
四
行
に
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
文
永
十(

ー
ニ
七
三)

年
に
造
ら
れ
た
こ
の
板
碑
は' 

地
蔵
信
仰
板
碑
の
中
で
は
全
国
で
二
番
目
に
古
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

館
林
市
台
宿
町
五
宝
寺
の
不
動
ま
ん
だ
ら
板
碑
は
風
雅
な
筆
勢
で

永
仁
丁
酉
五
年
三
月

と
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
保
護
の
た
め
ま
わ
り
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
い
る
が' 

前
述
の
青
石
地
蔵
板
碑
に
次
ぐ
優
秀
な
も
の
で
あ
る
。

板
倉
町
板
倉
宝
福
寺
の
木
彫
性
信
房
座
像
も
興
味
深
い
。
こ
の
像
は
ノ
ミ
さ
ば
き
が
伸 

び
伸
び
し
て
い
る
。
次
に
示
す
延
文
六 
(

I

三
六
一)

年
の
墨
書
銘
か
ら
推
し
て
鎌
倉
時 

代
中
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

上
野
国
佐
貫
庄
板
倉
法
福
寺
先
師
横
曾
根

性
信
上
人
御
影
第
三
度
御
彩
色
畢

性
信
房
は' 

親
鷲
の
弟
子
廿
四
輩
中
の
第
一
弟
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
古
河
往
還 

沿
い
に
は' 

真
宗
関
係
の
寺
院
は
数
少
な
い
が
、
中
世
に
お
け
る
真
宗
の
活
発
な
布
教
活 

動
が
想
像
で
き
る
。

板
倉
板
倉
雷
電
神
社
末
社
八
幡
宮•

稲
荷
神
社
社
殿
は
、
室
町
時
代
末
期
の
建
築
で 

あ
る
。
こ
の
建
物
は
、
柱
や
暮
股
等
に
京
風
の
造
作
が
認
め
ら
れ
る
。
応
仁
の
乱
以
降
の 

文
化
の
地
方
伝
播
を
示
す
よ
い
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
、
中
世
の
文
化
財
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
こ
と
は' 

か
っ
て
古
河
往
還
が 

東
西
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
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地
形
に
よ
る
文
化

古
河
往
還
は' 

平
坦
部
を
通
っ
て
い
る
た
め
、
山
あ
り
谷
あ
り
や
、
大
河
を
渡
る
と
い 

ぅ
旅
の
苦
し
み
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
他
地
域
と
比
較
し
て
道
祖
神
が
非
常
に 

少
な
い
。

し
か
し
、
低
い
土
地
で
あ
る
た
め
、
長
雨
に
ょ
る
道
路
の
冠
水
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
 

集
落
か
ら
集
落
へ
進
む
道
路
は
、
可
能
な
限
り
微
高
地
を
選
ん
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
石
仏
の
分
布
を
み
る
と
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
女
人
講
中
で
建
て
た
如
意
輪 

観
音
が
邑
楽
郡
邑
楽
町
を
境
に
し
て
、
西
は
二
十
二
夜
信
仰
で
あ
り
、
東
は
十
九
夜
信
仰 

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
州
弁
と
東
北
、
茨
城
弁
の
方
言
の
境
界
線
と
も
一
致
し
て
い
る
。

利
根
川
、
渡
良
瀬
川
の
間
を
通
っ
て
い
る
古
河
往
還
の
沿
線
は
、
河
川
の
氾
濫
に
悩
ま 

さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
水
塚
、
揚
舟
と
い
っ
た
他
地
域
に
な
い
独
特
の
も
の 

が
あ
る
。

水
塚
は
、
洪
水
の
時
に
水
害
か
ら
、
人
命•

財
産
食
糧
等
を
守
る
た
め
に
、
土
を
三
メ
ー 

ト
ル
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
位
盛
土
し
た
上
に
納
屋
を
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
は
、
食 

糧
、
衣
服
等
を
保
存
し
て
い
る
。
揚
舟
は
、
下
に
降
ろ
す
と
す
ぐ
水
に
浮
か
べ
ら
れ
る
状 

態
で
軒
下
に
つ
る
し
て
お
き
、
洪
水
時
に
降
ろ
し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
水
害
の
多
い
地
域
の
特
色
と
し
て' 

水
害
か
ら
人
々
を
守
護
す
る
と
い
わ
れ
る 

長

良(

長
柄
と
書
く
も
の
も
あ
る)

神
社
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
外
、
水
神
塔
が
数
多 

く
あ
る

三
、
中 

野 

耕

古
河
往
還
沿
線
で
最
も
代
表
的
な
産
業
は
、
邑
楽
郡
中
野
村(

現
邑
楽
町)

を
中
心
と 

し
て
織
ら
れ
た
中
野
鉼
で
あ
る
。

こ
の
地
方
の
織
物
は
、
鎌
倉
時
代
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
書
か 

れ
た
神
鳳
抄
に
「内
宮 

邑
楽
御
厨 

布
五
十
段
五
十
六
丁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か 

ら
、
こ
の
頃
に
は
、
特
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。



I 古河往還の概観

中
野
近
辺
で
は' 

江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
年
間
に
な
り
結
城
縞
を
織
り
出
し
た
が
、
享 

和
年
間
に
は
清
吾
織
と
い
う
袴
地
を
生
産
し
江
戸
に
送
り
出
し
た
。

幕
府
の
御
触
書
に
「百
姓
は
衣
類
の
儀
、
布
木
綿
よ
り
外
ハ
带
衣
裏
ニ
モ
仕
間
敷
事
」
 

と
あ
る
農
民
対
策
が
進
む
中
で
、
木
綿
作
り
が
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
中
野
に
お
い 

て
も
、
天
保
、
弘
化
の
頃
、
才
格
子
と
い
う
糸
入
格
子
の
中
に
点
々
と
姘
を
入
れ
る
木
綿 

縮
織
が
生
産
さ
れ
た
。

安
政
年
間
に
な
っ
て
、
後
藤A

い
(

墓
は
邑
楽
町
永
明
寺
に
あ
る)

に
よ
っ
て
「木
綿 

堅
散
ら
し
耕
」
が
工
夫
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
が
中
野
餅
の
起
原
で
あ
る
。
そ
の
後
、
 

縦
横
耕
を
混
織
す
る
な
ど
織
方
の
工
夫
が
続
け
ら
れ
た
。

明
治
維
新
後
、
中
野
餅
は
発
展
を
続
け
、
大
正
期
に
は' 

西
の
大
和
餅(

大
和
高
田
市)

、
 

東
の
中
野
餅
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
を
代
表
す
る
夏
向
木
綿
鉼
と
な
っ
た
。

四
、
往

来

の

実

態

古
河
往
還
は
、
江
戸
時
代
は
前
述
の
よ
う
に
主
要
道
路
で
な
く
ロ
ー
ヵ
ル
線
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
、
大
名
等
の
往
来
は
日
光
脇
往
還
と
重
複
す
る
館
林
城
下
の
み
で
あ
る
。
ま 

た
、
こ
の
往
還
を
完
歩
し
た
記
録
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
部
を
旅
行
し
た
人
の
日
記 

等
に
よ
っ
て
往
来
の
実
態
を
確
か
め
た
い
。

①

吉
田
松
陰
の
「東
北
遊
日
記
」

幕
末
の
思
想
家
で
あ
る
吉
田
松
陰
は' 

東
北
地
方
旅
行
の
帰
路
、
嘉
永
五(

一
八
五
二) 

年
四
月
に
館
林
を
通
過
し
江
戸
に
帰
っ
た
。
古
河
往
還
関
係
に
つ
い
て
次
に
記
す
。
 

四
日
晴' 

朝
足
利
を
発
し
、
十
年
寺
村
猿
田
村
を
過
ぎ' 

舟
に
て
觉
川
を
渡
る
。
川
に
沿
う 

て
下
り
梁
田
駅
の
傍
を
過
ぐ' 

是
即
例
幣
使
街
道
な
り
。
而
し
て
吾
輩
是
に
由
ら
ず
川
に
沿 

う
て
下
る
。
梁
田
駅
名
を
以
て
郡
名
と
な
す
。

川
を
離
れ
て
荒
萩
に
到
る
。
小
橋
あ
り
村
落
合
と
名
づ
く
。
橋
を
越
ゆ
れ
ば
即
ち
邑
楽
郡
木 

戸
村
、
館
林
の
領
す
る
所
な
り
。
行
く
こ
とI

里
ば
か
り
館
林
に
入
る
。
秋
元
但
馬
六
万
石

の
都
城
な
り
。

三
科
文
次
郎
を
訪
は
ん
と
欲
し' 

大
手
門
に
抵
る
。
門
を
守
る
者
云
ふ
。
三
科
宅
は
城
内
に 

あ
り
、
法
と
し
て
旅
客
の
入
る
を
許
さ
じ
と
、
因
て
片
町
に
至
り
、
書
を
作
り
使
を
遣
は
す
。
 

会
々
文
次
郎
在
ら
ず
、
索
然
と
し
て
去
る
。(

略)

行
く
こ
と
一
里
余
、
羽
附
岩
田
二
村
の
間
に
木
柱
を
立
つ
。
書
し
て
日
く
「自
是
柬
西
南
館 

林
領
」
と
。
板
倉
に
至
り
右
折
し
て
便
道
を
取
る
。
舟
に
て
小
川
を
渡
り
岛
ね
沖
社
の
傍
を 

過
ぎ
て
刀
根
川
の
堤±

に
出
で)
II

に
沿
ぅ
て
下
る
。

文
中
、
覚
川
は
村
名
と
誤
っ
て
書
い
た
も
の
で
あ
り
渡
良
瀬
川
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
 

木
柱
の
方
位
を
間
違
え
て
い
る
。
な
お
、
三
科
文
次
郎
は' 

松
陰
と
同
じ
く
山
鹿
流
の
兵 

学
寒
で
あ
る
。

こ
の
後
、
埼
玉
県
北
川
辺
町
か
ら
高
瀬
舟
に
乗
り
、
翌
四
月
五
日
に
江
戸
に
戻
っ
て
い 

る
。

②

高
山
彦
九
郎
の
「
江
戸
旅
行
日
記
」

宽
政
の
三
奇
人
のI

人
で
あ
り
、
勤
皇
の
志
士
で
あ
る
高

11J
彦
九
郎
は' 

安
永
五 
(

一
 

七
七
六)

年
三
月
郷
里
細
谷
村(

現
太
田
市)

を
出
発
し
た
。
小
泉
村(

現
大
泉
町)

を 

経
て
、
館
林
を
通
過
し
江
戸
に
向
か
っ
た
。
旅
日
記
に
古
河
往
還
の
裏
街
道
通
行
の
様
子 

が
わ
ず
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

安
永
五
年
丙
申
三
月
十
五
日
、
新
田
を
立
ち
て
江
戸
へ
赴
く
。
五
つ
半
に
旅
装
し
て
立
つ
。
 

(

略)

爰
を
出
て
て
城
下
也' 

入
口
門
あ
り
。
目
車
町
新
紺
屋
町' 

右
に
禅
ど
ぅ
寺
と
て
百
石 

御
朱
印
地
あ
り
、
大
寺
な
る
。
本
紺
屋
町
を
東
へ
次
に
谷
越
町
を
北
へ
行
く
。
此
辺
本
町
也
。
 

札
の
辻
を
東
へ
入
り
て
れ
ん
じ
や
く
町
と
い
ふ
。
堀
ば
た
へ
出
ず
。
堀
は
南
北
へ
三
、
四
丁 

逢
手
門
南
向
也
。
爰
を
片
町
と
い
ふ
。
北
に
組
屋
敷
と
觉
し
き
見
ゆ
る
。
南
へ
堀
ば
た
を
行 

き
て
右
西
に
入
り
て
か
ぢ
町
。
春
町
余
に
し
て
谷
越
へ
出
づ
る
也
。
南
町
門
を
出
て
あ
ら
宿 

也
。
是
を
南
に
行
き
江
戸
道
、
行
田
へ
四
里
と
い
ふ
。
あ
ら
宿
よ
り
柬
へ
行
き
て
古
河
道
是 

よ
り
四
里
八
町
。
し
ば
ら
く
休
ひ
て
、
我
は
古
河
道
へ
入
リ
て
、
沼
の
は
た
を
目
懸
て
城
を 

西
に
見
て
行
く
。
矢
倉
、
沼
に
の
ぞ
み
てn

以
也
。
寅
の
方
と
行
き
て
は
ね
つ
く
村
へ
入
る
。



二
、
三
軒
の
み
也
。
猶
行
き
て
つ
つ
ぢ
が
さ
き
也
。
三
町
四
方
計
り
の
古
き
つ
つ
ぢ
也
。
つ 

つ
ぢ
の
数
八
百
八
本
也
と
ぞ
。
さ
る
を
が
せ
有
り
。
今
花
盛
也
。
今
年
花
去
年
よ
り
少
な
し 

と
い
ふ
。(

略)

沼
の
は
た
を
行
き
て
、
ま
た
は
ね
つ
く
村
の
中
へ
出
づ
。
野
木
大
明
神
の
社
有
り
。
さ
し
置 

地
也
。

野
木
大
明
神
は
、
今
の
楠
木
神
社
で
あ
る
。
こ
の
後
、
杉
渡
し
で
渡
良
瀬
川
を
渡
り
越 

名
(

現
佐
野
市)

に
泊
っ
て
い
る
。

③

館
林
藩
の
御
定
賃
銭

御
定
賃
銭
は
、
伝
馬
所
が
徴
集
す
る
人
馬
の
賃
銭
で
、
諸
侯
お
よ
び
士
人
の
旅
行
ま
た 

は
荷
物
の
運
搬
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
伝
馬
所
廃
止
の
時
、
館
林
の
定
置
人
馬
は
、
 

人
足
二
十
五
人
、
馬
二
十
五
疋
で
あ
っ
た
。

天
保
七 

二
八
三
六)

年
の
井
上
河
内
守
よ
り
御
問
合
答
の
内
容
を
次
に
記
す
。

I

、
宿
駅
役
人
馬
高
並
御
定
賃
銭
等
之
事

役
人
馬
高
町
内
拾
参
人
拾
参
疋
御
定
賃
銭
左
之
通

館
林
従
新
郷
宿
迄 

人
足
四
拾
七
文

本
馬
九
拾
五
文

置

六

拾

六

文
 

-

館
林
従
天
明
宿
迄 

人
足
三
拾
八
文

本
馬
七
拾
六
文

軽
尻
五
拾
参
文

館
林
町
従
板
倉
村
迄 

人
足
三
拾
八
文

本
馬
七
拾
六
文

軽
尻
五
拾
三
文

館
林
町
従
小
泉
宿
迄 

人
足
五
拾
参
文

本

馬

百

拾

文

軽
尻
七
拾
三
文

館
林
町
従
野
田
村
迄 

人
足
三
拾
八
文

本
馬
七
拾
六
文

軽
尻
五
拾
三
文

I

般
庶
民
の
旅
行
お
ょ
び
荷
物
の
運
搬
に
は
、
相
対
賃
銭
で
ぁ
っ
た
。
相
対
で
ぁ
る
だ 

け
に
御
定
賃
銭
に
比
べ
は
る
か
に
高
額
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。



II 道の確定

n
 

道

の

確

定

一
、
道

の

確

定

1

太
田
宿
か
ら
石
打
集
落
へ

日
光
例
幣
使
街
道
太
田
宿
の
東
は
ず
れ
、
追
分
地
蔵
の
と
こ
ろ
か
ら
例
幣
使
街
道
と
分 

か

れ(

旧
例
幣
使
街
道
は
栄
町
公
民
館
前
に
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
程
残
っ
て
い
る
の
み)

現

前
橋•

古
河
線(

国
道

I  

ー
ーI

一
号)

を
ほ
ぼ
真
東
へ
進
み' 

東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
の
踏
切
を 

越
え
、
右
に
獅
子
吼
寺
入
ロ
の
案
内
板
を
見
て
や
や
進
ん
だ
あ
た
り
か
ら
、
道
は
南
へ
三 

〇
度
程
方
向
を
変
え
て
い
る
。
し
ば
ら
く
道
な
り
に
進
む
と
右
側
の
家
並
み
が
切
れ
た
あ 

た
り
の
右
前
方
に
東
国

一  

の
規
模
を
誇
る
太
田
天
神
山
古
墳
が
見
え
て
く
る
。
現
在
の
国 

道
は
天
神
山
の
後
円
部
墳
丘
を
か
す
め
る
よ
ぅ
に
走
っ
て
い
る
が
、
こ
の
古
墳
に
は
二
重 

の
堀
が
回
っ
て
お
り
、
堀
と
堀
の
境
目
の
土
手(

中
堤)

に
そ
っ
て
道
が
つ
い
て
い
る
。
幅 

約
三
メ
ー
ト
ル
で
簡
易
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
の
道
が
旧
道
で
あ
る
。
こ
の
細
道
を
更
に
た 

ど
り
、
女
体
山
古
墳
の
前
を
通
り' 

ま
た' 

国
道
に
も
ど
り
、
七S

八
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん 

だ
と
こ
ろ
に
左
へ
入
る
小
道
が
あ
る
。
こ
の
道
を
入
り
す
ぐ
に
大
き
な
道(

国
道 

二

1

二 

号
バ
ィ
パ
ス
へ
通
じ
る
道)

を
横
切
る
。
太
田
工
業
高
校
の
南
側
の
塀
に
そ
っ
て
続
く
小 

さ
な
道
を
進
む
。
太
エ
の
東
側
を
流
れ
る
小
水
路
を
渡
っ
て
南
東
方
向
に
道
な
り
に
五 

〇
〇
メ
—
ト
ル
程
進
む
と
再
び
国
道
に
出
る
。
ち
ょ
ぅ
ど
こ
の
道
の
下
を
流
れ
る
の
が
休 

泊
堀
で
あ
る
。
橋
を
越
え
て
す
ぐ
左
へ
入
る
道
が
あ
る
。
電
々
公
社
々
宅
へ
入
る
道
だ
。

こ
の
道
を
入
っ
て
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
右
の
田
ん
ぼ
の
中
へ
続
く
道
が
あ
る
。
こ
の
田
ん 

ぼ
道
が
旧
道
で
、
東
方
向
へ
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
み
大
き
く
南
東
方
向
へ
ヵ
ー
ブ
し
て 

約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
行
く
と
、
太
田
市
竜
舞
の
正
雲
寺
の
門
前
近
く
で
国
道
ニ
ー
ニ
号
と 

ぶ
つ
か
る
。
正
雲
寺
の
あ
た
り
か
ら
竜
舞
の
街
並
み
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
す
ぎ
、
竜
舞 

歩
道
橋
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
進
み
、
再
び
休
泊
堀
を
渡
り
八
重
笠
地
区
に
入
る
。
国 

道I

ニ
ニ
号
バ
ィ
パ
ス
が
左
後
方
か
ら
本
道
に
合
流
し
て
い
る
。
更
に
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

程
進
む
と
左
手
に
山
王
社
の
参
道
の
杉
の
茂
み
を
見
、
間
も
な
く
「邑
楽
町
」
の
標
識
が 

見
え
る
。

古河往還起点よリ東をみる

大神山占拟周堀屮從ヒの道右の低い部分が内堀
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石
打
集
落
か
ら
館
林
城
下
太
田
ロ
へ

太
田
市
と
邑
楽
町
の
境
界
か
ら
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
進
ん
だ
左
側
の
田
ん
ぼ
の
中
に 

旧
道
あ
と
が
、
そ
れ
が
道
の
あ
と
で
あ
る
と
よ
ぅ
や
く
わ
か
る
程
に
残
っ
て
い
る
。
消
え 

た
道
あ
と
は
約
一 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
は
、
邑
楽
町
大
字
石
打
の
北
西
部 

の
小
高
い
台
地
の
部
分
に
当
り
、
南
北
朝
時
代
に
石
堂
氏
が
築
い
た
城
あ
と
で
あ
る
。
石 

打
城
の
南
側
の
堀
に
沿
っ
て
道
は
続
い
て
い
る
。
し
ば
ら
く
し
て
右
へ
入
り
、
堀
に
沿
っ 

た
道
が
旧
道
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
石
打
城
の
掘
跡
は
比
較
的
よ
く
残
り
、
道
の
右
側
に 

約
二
五〇

メ
ー
ト
ル
続
い
て
い
る
。
石
打
か
ら
足
利
方
面
へ
の
道
を
横
切
り
二
〇
〇
メ
ー 

ト
ル
程
進
む
と
左
へ
入
る
道
と
のT

字
路
に
至
る
。
こ
の
道
を
左
へ 

つ
き
当
っ
た
と
こ
ろ 

が
八
王
子
古
墳
で
、
そ
の
頂
に
八
王
子
大
明
神
を
祭
っ
て
あ
る
。
こ
の
辺
一
帯
は
松
本
古 

墳
群
と
呼
ば
れ
十
数
基
の
古
墳
が
雑
木
と
笹
薮
の
中
に
点
在
す
る
。
松
本
古
墳
群
の
東
は

ず
れ
、
雑
木
と
笹
藪
のh

ン
ネ
ル
を
抜 

け
出
た
あ
た
り
で
現
在
の
道
は
大
き
く 

北
へ
切
れ
上
っ
て
日
光
脇
往
還
へ
合
流 

し
て
い
る
。
本
道
は
、
こ
の
あ
た
り
か 

ら
右
側
の
田
ん
ぼ
の
中
を
斜
め
に
進
み
、
 

日
光
脇
往
還
を
横
断
し' 

そ
の
先
の
ハ 

ヤ
マ
製
作
所
の
敷
地
を
通
っ
て
国
道
に 

合
し
て
い
た
。

ハ
ヤ
マ
製
作
所
の
前
か
ら
東
へ
三
五 

〇

メ
ー
ト
ル
程
で
小
流
を
渡
る
。
藤
川 

用
水
で
あ
る
。
橋
の
名
を
琵
琶
首
橋
と 

い
ぅ
。
旧
道
は
こ
の
橋
の
あ
た
り
か
ら 

北
へ
折
れ
豊
原
の
集
落
へ
と
通
じ
て
い 

た
と
い
ぅ
。
道
は
旧
藤
川
城
の
南
側
の

堀
に
沿
ぅ
ょ
ぅ 

な
形
で
柬
へ
た 

ど
り
、
集
落
の 

東
は
ず
れ
に
あ 

る
高
正
寺
の
門 

前
に
出
て
来
る
。
 

道
は
高
正
寺
門 

前
を
そ
の
ま
ま

東
方
に
続
い
て

い
た
が
、
今
は
耕
地
整
理
に
ょ
り
田
ん
ぼ
の
中
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

現
在' 

高
正
寺
門
前
か
ら
南
へ一

〇

〇
メ
ー
ト
ル
程
の
と
こ
ろ
を
、
東
西
に
走
る
畔
道 

風
の
道
が
あ
り' 

こ
の
道
を
東
へ
二
五〇

メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
と
こ
ろ
に
橋
が
あ
る
。
‘高 

正
寺
門
前
か
ら
こ
の
小
橋
を
結
ぶ
田
ん
ぼ
の
中
、約
三
五
〇 
メ
ー
ト
ル
程
が
旧
道
で
あ
る
。
 

更
に
柬
進
す
る
と
再
び
道
は
田
ん
ぼ
の
中
に
消
え
、
羽
刈
の
集
落
の
北
側
を
通
り
羽
刈 

橋
(

足
利
か
ら
東
京
方
面
へ
通
じ
る
道=

東
京
道
が
矢
場
川
に
か
か
る
橋)

の
南
五
〜
六 

〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
、
須
永
商
店
の
あ
た
り
に
出
た
ら
し
い
。
店
の
前
か
ら
す
ぐ
南
に 

国
道
が
見
え
る
。
国
道
へ
出
て
東
へ
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
千
原
田
の
南
の
小
流
の
と
こ 

ろ
を
、
流
れ
に
沿
っ
て
斜
め
に
左
へ
入
る
。
こ
こ
も
田
ん
ぼ
の
中
で
旧
状
を
と
ど
め
な
い
。
 

道
は
国
道
の
北
約
五
〇 
メ
ー
ト
ル
を
国
道
に
並
行
し
て
走
っ
て
い
た
。

現
在
は
、
千
原
田
長
良
神
社
か
ら
国
道
へ
出
る
道
が' 

国
道
の
手
前
で
ク
ラ
ン
ク
状
に 

な
っ
て
い
る
部
分
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
が
旧
道
筋
を
と
ど
め
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
先
は 

小
字
名
で
長
良
脇
と
呼
ば
れ
る
ょ
く
耕
地
整
理
さ
れ
た
田
ん
ぼ
の
中
に
消
え
て
い
る
。
田 

ん
ぼ
の
中
を
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
進(

実
際
は
歩
け
な
い)

す
る
と
「開
田
二
十
周
年 

記
念
碑
」
等
が
建
つ
森
に
出
る
。
こ
こ
は
小
字
名
で
大
州
分
と
呼
ば
れ
す
ぐ
南
側
に
国
道 

が
走
り
、
更
に
南
へ
道
を
た
ど
れ
ば
中
野
方
面
へ
通
じ
て
い
る
。
開
田
記
念
碑
の
と
こ
ろ 

を
東
へ

I  

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
南
北
方
向
の
か
な
り
広
い
道
と
ぶ
つ
か
る
。
こ
の

竜舞東部休泊堀に架かる橋(橋の上が国道122兮)

藤川城内を走る旧街道
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道
が
県
道
中
野•

御
厨
線
で
あ
る
。
す
ぐ
右
に
「
い
か
つ
ち
」
の
信
号
機
が
見
え
る
。
そ 

の
ま
ま
県
道
を
横
切
り
一 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
進
む
と
、
自
然
に
国
道
と
合
流
す
る
。
合 

流
点
か
ら
国
道
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
進
む
と
「ぅ
ず
ら
」
の
交
差
点
で
あ
る
。

国
道
と
分
か
れ
て
左
斜
め
前
方
へ
の
び
る
道
を
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
進
む
。
右
の
角
に 

商
店
の
あ
るY

字
路
が
あ
る
。
こ
こ
を
右
へ
入
る
。
こ
こ
か
ら
館
林
市
日
向
の
義
民
地
蔵 

迄
約
ー
キ
ロ
の
間
は
、
ほ
ぼ
一
本
遒
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の' 

か 

な
り
旧
状
を
と
ど
め
て
い
る
。

義
民
地
蔵
尊
の
と
こ
ろ
で
再
び
国
道
に
出
て
、
そ
の
ま
ま
国
道
を
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程 

進
む
と
、
道
は
大
き
く
南
へ
ヵ
ー
ブ
を
始
め
る
。
す
ぐ
左
側
の
土
手
状
の
上
を
柬
武
伊
勢 

崎
線
が
走
っ
て
い
る
。
こ
の
付
近
は
、
国
道
の
左
側
に
そ
っ
て
柬
武
線
の
高
架
状
の
土
手 

が
続
い
て
い
る
の
で
、
道
の
左
方(

北
な
い
し
北
柬)

は
見
通
し
が
き
か
な
い
。
道
は
、
 

多
々
良
川
に
架
か
る
沼
橋
の
手
前
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
と
こ
ろ
を
左
側
へ
柬
武
線
を
越

え
て' 

今
は
耕
地
整
理
さ
れ
た
田
ん
ぼ
の
中
を
、
東
北
東
方
向
へ
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程 

進
み' 

多
々
良
川
の
北
岸
の
堤
防
上
に
出
る
。
堤
防
上
を一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
東
へ 

進
む
と
右
下
の
多
々
良)
II

の
水
面
に
、
丸
太
の
橋
脚
基
部
が
数
箇
わ
ず
か
に
顔
を
見
せ
て 

い
る
の
が
見
え
る
。
土
橋
跡
で
あ
る
。
こ
こ
を
南
側
に
渡
り
、
南
側
の
堤
防
を
降
り
る
と

I  

面
の
芦
原
で
あ
る
。
枯
れ
た
芦
の
中
に
わ
ず
か
に
細
道
が
つ
い
て
い
て
、
こ
れ
が
旧
道
で 

あ
る
。
堤
防
か
ら
約
一
五
〇
メ
—
ト
ル
程
で
南
北
に
通
ず
る
未
舗
装
の̂H

や
広
い
道
に
出 

る
。
旧
道
は
こ
の
道
を
横
切
り
前
方(

南
東
方
向)

の
田
ん
ぼ
の
中
を
通
っ
て
い
た
が
今 

は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
辺
り
は
館
林
市
高
根
字
山
神*

と
呼
ば
れ' 

南
方
の
田
ん 

ぼ
越
し
に
大
山
祇
神
社
の
森
が
望
ま
れ
る
。
山
神
裏
の
集
落
を
斜
め
に
走
る
細
い
道
が
あ 

る
が' 

先
程
の
田
ん
ぼ
の
中
に
消
え
た
道
は
こ
こ
に
つ
な
が
っ
て
お
り' 

山
神
裏
集
落
を 

抜
け
た
道
は
、±

要
地
方
道
足
利•

館
林
線
に
合
流
す
る
。
足
利•

館
林
線
を
南
へ
坂
を 

上
る
ょ
ぅ
に
進
む
。
足
利•

館
林
線
を
そ
の
ま
ま
南
下
す
る
と' 

I

キ
ロ
足
ら
ず
で
、
国

千原田長良神社前

う す ら 右へ入る道　古河往還

うずらの旧道(西よリみる)

高根字台の分去り 左へ入る道が古河往還



駅
入
口
の
交
差

点
が
あ
る
。
こ

の
付
近
が
旧
城

下
の
江
戸
ロ
で

あ
っ
た
。

道
ー
ニ
ニ
号
と
東
武
線
が
立
体
交
差
す
る
高
根
跨
線
橋
の
下
に
出
る
。
跨
線
橋
の
下
か
ら 

道
な
り
に
館
林
市
街
地
方
面
へ
。
道
の
両
側
は
大
街
道
と
呼
ば
れ
、
明
治
二
十
四
年
の
拡 

幅
工
事
で
現
状
に
近
い
道
幅
に
な
っ
た
ら
し
く
、
か
な
り
の
道
幅
で
あ
る
。
東
武
佐
野
線 

を
越
ぇ
て
約
五
〇
〇
メ
—
ト
ル
右
側
に
「保
健
所
入
口
」
の
立
看
板
の
あ
る
と
こ
ろ
が
、
 

塚
場
戸
張
で
あ
る
。
城
下
町
館
林
か
ら
太
田•

足
利
方
面
へ
の
出
口
で
番
所
が
あ
っ
た
。
 

道
は
ク
ラ
ン
ク
状
に
屈
折
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
四
年
に
改
修
さ
れ
現
在
の
ょ
ぅ
に
な 

っ
た
。

3

館
林
城
下
太
田
ロ
か
ら
江
戸
ロ
へ

現
在
の
西
本
町
、
法
泉
寺
の
付
近
に
太
田
ロ
の
木
戸
が
あ
っ
て
こ
こ
か
ら
旧
館
林
城
下 

に
入
っ
た
。
木
戸
跡
か
ら
東
南
へ
七
〇
〇
メ
—
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
館
林
郵
便
局
の
あ
る
本 

町 

一

丁
目
の
交
差
点
に
ぶ
つ
か
る
。
こ
こ
を
右
折
し
て
本
町
通
り
を
ほ
ぼ
南
へ
向
か
っ
て 

進
ん
で
い
く
が
、
こ
の
部
分
は
佐
野.

行
田
線
と
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
は
か
つ 

て
日
光
脇
注
還
と
も
呼
ば
れ
日
光
へ
の
通
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
と
い
ぅ
。
先
程
の
交 

差
点
か
ら
一
五◦

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
、
か
つ
て
「大
辻
」
と
呼
ば
れ
た
交
差
点
に
出 

る
。
も
と
田
部
井
洋
服
店
の
脇
に
あ
っ
た
館
林
の
道
路
元
標
が
現
在
は
道
路
東
側
の
太
陽 

の
園
の
脇
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
大
辻
か
ら
さ
ら
に
南
へ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と

館林城下太田ロ付近の様子
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館
林
城
下
江
戸
ロ
か
ら
海
老
瀬
集
落
へ

道
は
や
が
て
鶴
生
田
橋
を
越
え
て
少
し
行
く
と' 

新
宿
一
丁
目
の
交
差
点
を
左
折
し
て 

東
へ
向
か
ぅ
。
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
佐
野•

行
田
線
の
バ
ィ
パ
ス
と
交
差
す
る
。
 

そ
の
少
し
手
前
、
左
手
に
宇
沢
整
形
外
科
の
所
か
ら
細
い
道
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が 

旧
道
で
あ
る
。
現
在
、
こ
こ
は
館
林
か
ら
板
倉
方
面
へ
の
一
方
通
行
と
な
っ
て
い
る
。
こ 

の
旧
道
も
く
の
字
形
に
曲
っ
て
交
差
点
の
す
ぐ
東
で
元
の
前
橋•

古
河
線
に
合
流
す
る
。
 

こ
の
合
流
点
か
ら
少
し
進
む
と
松
原
の
三
差
路
に
ぶ
つ
か
る
。
こ
こ
が
追
分
で
、
道
を
右 

に
と
る
と
赤
生
田
を
経
て
、
千
津
井
、
飯
野
方
面
に
出
る
。
古
河
往
還
は
カ
ー
ブ
し
な
が 

ら
左
の
道
を
と
る
。
こ
の
追
分
に
道
し
る
べ
が
建
っ
て
い
る
。

一
本
松
と
呼
ば
れ
る
樹
令
三
〇
〇
年
以
上
と
い
ぅ
松
を
左
に
見
な
が
ら
現
在
の
道
路
に 

沿
っ
て
進
む
。
約

ー

キ
ロ
で
曹
洞
宗
の
古
刹
普
済
寺
が
左
手
に
見
え
て
く
る
。
そ
の
少
し

東
に
花
山
入
口
の
交
差
点
が
あ
る
が' 
こ
こ
か
ら
約j

キ
ロ
北
上
す
る
と
つ
つ
じ
の
名
所
、
 

県
立
つ
つ
じ
ヶ
丘
公
園
に
ぶ
つ
か
る
。
花
山
の
交
差
点
か
ら
は
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
な
道
を
東 

へ
進
ん
で
行
く
。
館
林
五
小
か
ら
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
左
手
に
八
坂
神
社
が
あ
る
。
 

こ
の
あ
た
り
が
本
宿
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
東
へ
少
し
行
く
と
現
在
の
道
路
は
右
へ
カ
ー
ブ 

し
て
バ
イ
パ
ス
に
ぶ
つ
か
る
が
、
旧
道
は
そ
の
ま
ま
直
進
す
る
。

つ
き
あ
た
り
が
宝
秀
寺 

で
あ
る
。
こ
こ
を
直
角
に
南
へ
折
れ
る
と
す
ぐ
に
ま
た
バ
イ
パ
ス
に
出
る
。

こ
の
付
近
は
昭
和
四
十
七
年
に
東
北
自
動
車
道
が
開
通
し
て
以
来
道
の
様
相
が
大
き
く 

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
館
林
イ
ン
タ
—
チH

ン
ジ
を
く
ぐ
っ
て
少
し
行
く
と
淵
ノ
上
の
集

落
に
出
る
。
そ
こ
か 

ら
旧
道
は
北
へ
鍵
形 

に
通
っ
て
い
る
道
で 

あ
る
。
こ
の
旧
道
も 

す
ぐ
前
橋•

古
河
線 

に
合
流
す
る
こ
と
に 

な
る
。
こ
の
す
ぐ
先 

か
ら
板
倉
町
に
入
る
。
 

円
満
寺
入
口
あ
た
り 

か
ら
道
は
大
き
く
力 

—
ブ
し
て
い
る
が
、
 

宝
憧
院
の
前
を
通
っ 

て
い
る
細
い
道
を
旧 

道
だ
と
い
ぅ
人
も
い 

る
が
は
っ
き
り
し
な 

い
。
旧
道
は
前
橋• 

古
河
線
に
沿
っ
て
東 

へ
進
ん
で
行
く
。
原

古河往還 大辻付近

松原付近の旧道

板倉宿はずれの旧道インターチェンジ付近の旧道



宿
を
経
て
約
ニ
キ
ロ
の
間
は
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
な
道
で
あ
る
。
大
字
板
倉
の
信
号
を
左
折
し 

て
北
へ 
七〇

〇

 
メ
—
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
雷
電
神
社
が
あ
る
。

板
倉
の
町
並
み
も
昔
の
面
影
が
み
ら
れ
な
い
程
に
近
代
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
実
相
寺 

を
右
手
に
見
な
が
ら
進
む
と
板
會
東
の
交
差
点
に
出
る
。
こ
こ
を
右
に
曲
が
り
谷
田
川
を 

越
ぇ
て
一 
•

五
キ
ロ
程
行
っ
た
所
が
飯
野
で
あ
る
。
現
在
の
道
は
こ
の
交
差
点
を
直
進
す 

る
が
、
旧
道
は
左
折
し
北
へ
迂
回
し
て
四
〇
〇 
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
ま
た
合
流
す
る
。
そ
し 

て
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
で
ま
た
旧
道
に
入
る
。
こ
の
道
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
部 

分
も
あ
り
少
し
荒
れ
て
い
る
。
こ
の
旧
道
が
前
橋.

古
河
線
に
出
る
あ
た
り
の
堤
防
の
部 

分
が
荒
れ
て
い
て
車
の
通
行
は
不
可
能
で
あ
る
。
古
河
往
還
は
前
橋•

古
河
線
を
横
切
っ 

て
堤
防
上
の
道
を
と
る
。
こ
こ
か
ら
約
三
キ
ロ
は
谷
田
川
沿
い
に
幅
約
五
メ
ー
ト
ル
の
道 

が
つ
づ
く
。
小
保
呂
、
上
新
田
通
り
の
集
落
を
通
っ
て
、
合
の
川
橋
の
所
で
現
在
の
道
に 

合
流
し
て
い
る
。
し
か
し' 

旧
道
は
合
の
川
橋
の
す
ぐ
手
前
に
河
原
へ
下
り
て
行
く
道
が

そ
れ
で
あ
る
。
現
在
は
河
川
改
修
工
事
な
ど
も
あ
っ
て
道
筋
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い 

が
、
中
洲
に
馬
頭
観
音
が
あ
る
の
で
そ
れ
と
わ
か
る
。
川
を
渡
っ
て
対
岸
の
堤
防
に
は
旧 

道
ら
し
き
道
筋
が
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
埼
玉
県
の
北
川
辺
町
で
あ
る
。
 

往
還
は
前
橋•

古
河
線
に
沿
っ
て
六
キ
ロ
程
進
め
ば
目
的
地
の
古
河
に
出
る
。

板倉宿の町並

堤防上の道

合の橋川付近の旧道

合 の 川 橋



二、沿線地図
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Ill
古
河
往
還
の
現
状
と
文
化
財

一
、
太
田
宿
か
ら
石
打
集
落
へ

日
光
例
幣
使
街
道
太
田
宿
の
東
は
ず
れ
、
追
分
地
蔵
の
と
こ
ろ
か
ら
古
河
往
還
は
始
ま 

る
。
 

へI

)

追
分
地
蔵
は
約
ー
ー
メ
ー
ト
ル
の
御
身
を
、
亙*

き
の
覆
屋
の
内
に
ひ
っ
そ
り
と
置
い
て 

ぃ
る
。
台
座
に
「
た
て
ば
や
し
道
」
「
さ
の
道
」
の
文
字
が
見
え
る
。
地
蔵
尊
の
右
手
前
に
享 

和

三(
I

八
〇
三)

年
の
道
標
が
あ
る
が' 

こ
の
道
標
の
造
立
以
前
に
は
「
お
地
蔵
様
」
 

そ
の
も
の
が
道
標
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

地
蔵
尊
の
建
つ
あ
た
り
は
家
が
建
て
こ
み
、
こ
れ
か
ら
た
ど
る
古
河
往
還
も
、
こ
の
辺 

り
は
国
道|

一
|
1
I

号
線
で' 

か
な
り
の
交
通
量
で
あ
る
。

追
分
地
蔵
を
あ
と
に
し
て
、
東
武
鉄
道
の
踏
切
を
越
え
、
街
並
み
を
過
ぎ
る
と
、
右
前 

¢
2
}

方
に
こ
ん
も
り
し
た
森
が
現
わ
れ
る
。
太
田
天
神
山
古
墳
で
あ
る
。

天
神
山
古
墳
は
男
体
山
と
も
呼
ば
れ
、
隣
接
す
る
女
体
山
古
墳
と
対
を
な
し
て
い
る
。
 

こ
の
古
墳
の
規
模
は
、
墳
丘
全
長
ニ
ー 

〇 
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
の
径
一 

〇
六
メ
ー
ト
ル
、
 

前
方
部
の
幅
一 

〇

六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
、
後
円
部
一
六•

五
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
一 

〇 • 

五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
周
囲
に
は
二
重
の
周
堀
を
め
ぐ
ら
せ
、
墓
域
は
全
長
三
六
五
メ
ー 

ト
ル
、
幅
は
最
大
二
八
八
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
と
い
う
、
驚
く
べ
き
巨
大
さ
で
あ
る
。
築 

造
時
期
は
五
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
古
墳
の
主
は
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た 

ろ
う
か
。
埋
葬
主
体
部
が
長
持
型
石
棺
と
い
う
、
畿
内
の
大
王
陵
等
に
専
ら
使
用
さ
れ
る 

型
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
等
か
ら
、
古
代
上
毛
野
地
方
の
盟
主

的
大
豪
族
の
も
の
で 

あ
る
こ
と
は
ま
ち
が 

い
な
い
。
天
神
山
古 

墳
の
後
円
部
墳
丘
に 

接
す
る
よ
ぅ
に
国
道 

ー
ー
ごI

号
は
直
進
し 

て
い
る
。
即
ち
、
国 

道
は' 

天
神
山
の
二 

重
の
周
堀
を
横
切
つ

て
通
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
河
往
還 

は
、
二
重
の
周
堀
の
中
堤
上
に
付
い
て 

い
た
。
現
状
は
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
程
で 

簡
易
舗
装
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道 

の
左
側
は
二
重
目
の
堀
で
あ
っ
た
が
、
 

今
は
堀
は
埋
め
ら
れ
畑
に
な
っ
て
い
る
。
 

そ
の
奥
に
天
神
山
古
墳
の
陪
塚
が
あ
る
。

こ
の
道
を
東
へ
と
進
む
。

一
旦
国
道 

へ
戻
っ
た
道
が
再
び
左
方
へ
入
る
あ
た 

(
3
)
 

り
の
左
手
に
女
体
山
古
墳
が
あ
る
。
女 

体
山
古
墳
は
、
直
径 

一

〇
八
メ
ー
ト
ル' 

高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
墳
丘
に
、

一
辺
一

太田宿追分地蔵

天神山古墳　天神社



八
メ
ー
ト
ル
の
方
形
の
土
壇
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
帆
立
貝
式
古
墳
で
あ
る
。
 

女
体
山
は
、
こ
の
種
の
古
墳
の
中
で
は' 

極
め
て
大
規
模
で
あ
り
、
恐
ら
く
五
世
紀
中
頃 

に
こ
の
地
方
を
支
配
し
て
い
た
大
豪
族
の
墳
墓
と
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
な 

お
、
天
神
山
と
女
体
山
は
共
に
二
四
セ
ン
チ
を
一
尺
と
す
る
物
指
で
五
〇
尺(

ー
ニ
メ
ー 

ト
ル)

が
規
準
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

旧
道
は
国
道
と
わ
か
れ
て
、国
道
ー
ニ
ニ
号
バ
ィ
パ
ス
と
こ
の
国
道
を
連
絡
す
る
道(

昭 

和
五
十
五
年
度
に
バ
ィ
パ
ス
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
で' 

こ
の
連
絡
路
の
交
通
量
は
か
な
り 

減
少
し
た)

を
横
切
り
、
太
田
工
業
高
校
の
敷
地
の
南
端
に
そ
っ
て
続
く
細
道
を
東
へ
進 

む
。
更
に
水
田
の
中
に
続
く
道
を
南
東
方
向
へ
進
む
と
、
右
前
方
の
国
道
を
走
る
車
の
影

が
次
第
に
近
づ
い
て
く
る
。
国
道
と
の
合
流
点
に
北
か
ら
南
流
す
る
小
川
が
あ
る
。
こ
れ 

{  5
 )

が
上
休
泊
堀
で
あ
る
。

上
休
泊
堀
は
、
戦
国
時
代
末(

一
六
世
紀
中
頃)

、
多
野
郡
平
井(

現
藤
岡
市)

の
城
主
、
 

関
東
管
領
上
杉
憲
政
の
臣
で
あ
っ
た
大
谷
休
泊
が' 

館
林
へ
移
住
後
に
、
新
田
金
山
城
主 

由
良
国
繁
と
そ
の
臣
荒
山
小
左
衛
門
ら
の
協
力
を
得
て
、
山
田
郡
内
ヶ
島
地
内(

現
桐
生 

市)

か
ら
渡
良
瀬
川
の
水
を
引
い
て
、
現
太
田
市
東
部
か
ら
邑
楽
郡
内
を
灌
漑
し
た
用
水 

堀
で
あ
る
。
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
上
野
国
内
の
三
大
灌
漑
用
水
のI

つ
に
数 

え
ら
れ
て
い
る
。

街
道
は
再
び
国
道
と
わ
か
れ
、
左
の
田
ん
ぼ
の
中
を
東
か
ら
南
へ
大
き
な
弧
を
描
き
な 

が
ら
、
龍
舞
地
区
の
北
西
部
か
ら
次
第
に
南
下
し' 

龍
舞
の
街
並
み
の
西
は
ず
れ
に
近
い 

と
こ
ろ
で
国
道
へ
出
て
来
る
。

龍
舞
は
か
つ
て
龍
舞
木
と
い
い
、
小
舞
木
、
舞
木
と
並
ん
で
「
三
舞
木
」
と
称
さ
れ
た
。
 

源
頼
朝
に
ょ
り
鎌
倉
に
幕
府
が
開
か
れ
て
間
も
な
い
建
久
七(

ー
ー
九
六)

年

の

「大
神 

宮
神
主
注
進
状
」(

神
宮
雑
書)

に

「供
祭
上
分
并
斎
宮
寮
米
済
所
上
野
国□

倉
保
処
地
頭 

広
綱
」
と
見
え
る
。
こ
れ
は' 

上
野
国
内
で
大
蔵
省
領
の
「保
」(

庄
園
と
ほ
ぼ
同
義)

が' 

伊
勢
斎
宮
の
寮
米
を
上
納
す
る
「御
厨
」
に
転
化
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ 

ぅ
。
広
綱
と
は
佐
貫
広
綱
の
こ
と
で
、
佐
貫
庄
の
地
頭
で
あ
り
、
山
田
郡
か
ら
邑
楽
郡
に

か
け
て
の
地
方
の
支
配
者
で
あ
っ
た
。
龍
舞
は
寮
米
御
厨
の
後
身
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。

龍
舞
に
入
っ
た
街
道
は
、
国
道
を
東
へ
進
む
。
龍
舞
の
街
並
み
の
入
口
近
く
の
道
の
南 

側
に
浄
土
宗
回
向
山
正
運
寺
が
あ
る
。
こ
の
寺
は
、
天
文
二(

一
五
三
三)

年
に
良
意
上 

人
に
ょ
っ
て
開
か
れ
た
と
寺
伝
は
言
ぅ
。
街
道
に
面
し
て
建
っ
て
い
る
た
め
北
向
き
で
あ 

る
。
入
口
の
門
柱
の
手
前
左
右
に
少
し
奥
ま
っ
て
、
子
安
観
音
と
薬
師
の
二
堂
宇
が
建
つ
。
 

そ
の
他
享
保
三 
(

I

七
一
八)

年
と
正
徳
三(

一
七
一
三)

年
の
銘
を
持
つ
石
の
地
蔵
さ 

ん
が
二
体
。
更
に
子
安
観
音
の
御
堂
の
近
く
に
二
基
の
青
面
金
剛
像
を
刻
む
石
塔
が
あ
り
、
 

特
に
正
徳
三
年
銘
の
あ
る
方
の
台
座
に
は
「
ら
く
か
き
き
ん
せ
い
」
の
文
字
が
刻
ら
れ
て 

あ
り
、
当
時
の
人
々
の
心
が
し
の
ば
れ
る
。

正
運
寺
を
あ
と
に
龍
舞
の
市
街
地
の
中
程
迄
来
る
と
、
左
手
に
火
の
見
や
ぐ
ら
が
見
え 

る
。
そ
の
傍
ら
に
大
き
な
石
鳥
居
が
あ
る
。
鳥
居
の
右
手
前
の
石
柱
に
「
郷
社
賀
茂
神
社
」
 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
北
へ 
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り' 

休
泊
小
学
校
の
西 

(
7
)

隣
が
賀
茂
神
社
で
あ
る
。
社
伝
に
ょ
れ
ば' 

貞
観
三(

八
六I

) 

年
、
大
納
言
藤
原
長
良

正運寺ホ堂

竜
舞賀茂神社



Ill古河往還の現状と文化財

公
が
洛
北
賀
茂
の
分
霊
を
こ
こ
に
移
し' 

賀
茂
明
神
と
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
天
明
七 

(

一
七
八
七)

年
勅
宣
に
よ
り
正一

位
を
授
け
ら
れ
た
。
ー
ー
〇
〇
〇
坪
余
の
境
内
に
は
、
 

本
殿•

拝
殿.

神
庫.

神
楽
殿
等
の
社
殿
が
あ
り
、
雷

電

社

妙

義

社•

浅
間
社
の
三
社 

が
境
内
社
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
社
の
祭
神
は
京
都
の
上
賀
茂
社
と
同
じ
別 

雷
神
で
あ
る
。
近
郷
き
っ
て
の
名
社
で
あ
る
。

(
8
)

賀
茂
神
社
と
休
泊
中
学
校
の
間
の
一
角
は
龍
舞
館
跡(

牛
蒡
屋
敷)

で
あ
っ
た
。
鎌
倉 

時
代
初
期
に
、
熊
野
十
二
坊
と
称
し
た
菌
田
寿
朝
を
祖
と
す
る
蘭
田
氏
が
こ
の
地
に
来
り 

居
住
し
た
と
伝
、っ
。
最
近
迄
二
重
の
堀
が
あ
っ
た
と
い
ぅ
が
、
今
は
面
影
を
と
ど
め
な
い
。

(
9
)

休
泊
中
学
校
の
裏
手
の
道
を
西
へ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
と
こ
ろ
に
浄
光
寺
が
あ 

る
。
こ
の
寺
は
田
原
藤
太
秀
郷
の
四
男
秀
純
よ
り
十
五
代' 

藤
原
秀
高
が
息
女
の
為
に
尼 

寺
を
建
て
た
こ
と
に
始
ま
り
、
元
弘
の
頃
二
三
三
〇
年
代
初
め)

に
は
天
台
宗
で
あ
っ 

た
と
い
ぅ
。
天
正
の
頃
兵
火
に
か
か
り' 

舜
庵
全
堯
大
和
尚
に
よ
り
再
建
さ
れ
、
以
来
曹 

洞
宗
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
寺
城
の
西
側
に
中
世
の
五
輪
塔
四
基
が
あ
り
、

市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
右
端
の
五
輪
塔
に
「
元
弘
」
の
銘
が
か
ろ
ぅ
じ 

て
読
み
と
れ
る
の
み
で
磨
耗
が
は
げ
し
く
判
読
で
き
な
い
。
他
の
三
基
も
造
り
か
ら
み
て 

右
端
の
そ
れ
と
同
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

賀
茂
神
社
入
口
の
鳥
居
の
と
こ
ろ
へ
も
ど
り' 

街
道
を
東
へ
。
龍
舞
市
街
地
の
東
は
ず 

れ
、
龍
舞
歩
道
橋
の
と
こ
ろ
で
本
道
と
交
差
す
る
道
は
、
県
道
足
利•

大
泉
線
で
あ
る
。
 

こ
の
道
を
右
へ
た
ど
れ
ば
、約
ニ
キ
ロ
で
小
泉
城
跡
で
あ
る
。
道
を
左
折
し
約
三
〇
〇
メ
ー 

ト
ル
程
で
東
へ
ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
る
。
更
に
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
進
ん
だ
と
こ
ろ
で' 

左 

方
を
見
わ
た
せ
ば
一
帯
の
水
田
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
太
田
東 

部
地
区
圃
場
整
備
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
水
田
の
下
か
ら
七
基
の
古
墳
が
出
現
し
話
題 

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「塚
廻
り
古
墳
群
」
で
あ
る
。

昭
和
五
十
二
年
、
県
教
育
委
員
会
の
調
査
の
結
果
、
六
世
紀
中
頃
の
古
墳
群
と
推
定
さ 

れ
、
群
集
墳
の
初
現
形
態
を
示
す
も
の
と
い
わ
れ
る
。
七
基
の
ぅ
ち
保
存
で
き
な
い
三
基 

は
発
掘
調
査
さ
れ
、
四
基
は
帆
立
貝
式
と
確
認
さ
れ
現
状
保
存
さ
れ
た
。
こ
の
古
墳
群
の 

発
見
の
意
義
は
大
き
く'

従
来
古
墳
の
存
在
が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
湿
田
地
帯
か
ら
古
墳 

が
出
現
し
た
こ
と
。
天
神
山
古
墳
か
ら
東
部
、
矢
場
川
古
墳
群
迄
の
古
墳
空
白
地
帯
を
こ 

の
古
墳
群
が
埋
め
た
こ
と
。
四
号
墳
の
前
方
部
で
発
掘
さ
れ
た
形
象
埴
輪
の
質
の
高
さ
と' 

そ
の
人
物
群
、
飾
馬
等
の
行
列
の
意
味
す
る
も
の
等
々
古
墳
の
研
究
に
多
大
の
資
料
を
提 

供
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
こ
の
区
域
は
史
跡
公
園
と
な
り
、
案
内
板
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

龍
舞
歩
道
橋
か
ら
国
道
ー
ニ
ニ
号
線
を
東
へ

I  
•

ニ
キ
ロ
程
進
ん
だ
左
側
に
山
王
神
社 

の
参
道
が
見
え
る
。
こ
の
あ
た
り
の
右
手
一
帯
が
八
重
笠
沼
で
あ
る
。
山
王
神
社
参
道
の 

反
対
側
の
小
道
を
南
へ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
入
り
更
に
西
へI

〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
と 

こ
ろ
に
正
龍
寺
が
あ
る
。
寺
と
は
名
ば
か
り
で
、
荒
れ
た
無
住
の
堂
宇
と
境
内
のI

隅
に 

庚
申
塔
、
石
地
蔵
等
の
石
造
物
が
ひ
っ
そ
り
と
残
っ
て
い
る
。

八
重
笠
集
落
の
東
側
一
帯
は' 

か
っ
て
相
当
の
広
さ
の
八
重
笠
沼
を
中
心
と
す
る
湿
地 

帯
で
あ
っ
た
。
現
在
は
南
北
に
長
い
二
面
の
プ
ー
ル
状
の
沼
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
回
り
は

竜舞浄光寺の五輪塔

塚廻リ古墳群



水
田
化
さ
れ
て
い
る
。
休
日
と
も
な
る
と
四
角
い
沼
の
ま
わ
り
は
釣
人
で
賑
わ
ぅ
。
道
が 

八
重
笠
地
区
を
抜
け
る
と
邑
楽
町
石
打
地
区
で
あ
る
。

国
道
に
ょ
っ
て
石
打
地
区
に
入
っ
た
街
道
は
、
石
打
の
家
並
み
に
入
る
と
こ
ろ
で
斜
め 

左
へ
入
っ
て
行
く
の
だ
が
、
そ
の
地
点
は
、
北
方
の
渋
沼
方
面
か
ら
南
下
し
て
く
る
道
と

国
道
が
交
わ
るY

字
路
の
手
前|

〇
〇 

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
地
点
で
、
現
在
は 

国
道
端
の
給
油
所
の
裏
手
に
幅
三
メI
 

ト
ル
く
ら
い
の
、
道
の
痕
跡
ら
し
き
も 

の
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の 

消
え
た
道
の
延
長
線
上
に
石
打
城
の
南 

の̂

郭
を
な
す
堀
に
そ
っ
た
旧
道
が
あ 

る
。石

打
城
は' 

南
北
朝
の
頃
石
堂
右
馬 

丞
が
築
い
た
城
と
い
わ
れ
る
が
、
石
堂 

な
る
人
物
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
く
、
 

尊
卑
分
脈
や
清
和
源
氏
系
図
に
見
え
る 

足
利
義
康
の
後
裔
洛
氏
の
四
男
頼
茂
が

石
塔
四
郎
を
称
し
て 

い
る
の
で
足
利
源
氏 

の
一
派
の
一
人
で
あ 

ろ
ぅ
。
石
堂
氏
の
後
、
 

城
主
は
石
打
氏
、
北 

爪
氏
等
の
名
が
知
ら 

れ
て
い
る
。
戦
国
時 

代
に
は
小
泉
城
主
富 

岡
氏
に
属
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
城
跡
は
、
東
西
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル' 

南
北
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
本
丸 

付
近
は
雑
木
林
の
中
に
昔
の
面
影
を
よ
く
と
ど
め
、
土
塁
や
堀
跡
も
比
較
的
よ
く
保
存
さ 

れ
て
い
る
が
、
城
の
東
郭
の
、
現
八
王
子
大
明
神
か
ら
光
明
寺
の
裏
手
に
か
け
て
は
、
宅 

地
開
発
が
進
み
旧
状
は
失
な
わ
れ
つ
、
あ
る
。

石
打
城
跡
の
あ
る
あ
た
り
は
、
字
家
間
か
ら
字
後
林
に
か
け
て
の
台
地
状
の
地
形
を
な 

し
、
全
般
的
に
低
湿
な
こ
の
地
方
に
あ
っ
て
島
状
に
と
り
残
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

石
打
城
跡
か
ら
東
方
約
ー
キ
ロ
程
は
、
い
わ
ゆ
る
松
本
古
墳
群
と
呼
ば
れ
、
八
王
子
社 

の
建
つ
小
丘
、
国
道
ー
ニ
ニ
号
線
に
面
し
て
建
つ
菅
原
神
社
の
小
丘
な
ど
大
小
ニ
ニ
基
の 

古
墳
が
確
認
で
き
、
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

旧
道
は
石
打
城
の
堀
に
沿
っ
て
東
へ
と
進
む
。
堀
が
切
れ
た
辺
リ
で
左
へ
入
る
道
が
あ 

る
が
、
こ
こ
を
左
折
し
て
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
突
き
当
っ
た
小
山
が
八
王
子
大
明
神
を 

祭
る
古
墳
で
あ
る
。
松
本
古
墳
群
中
最
大
の
規
模
を
有
し
、
形
状
は
不
明
だ
が
、
も
し
円 

墳
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
径
五
〇
メ 
ー
ト
ル
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

古
墳
の
頂
に
あ
る
八
王
子
大
明
神
は
、
古
墳
の
南
面
に
つ
け
ら
れ
た
約
二〇

段
の
石
段 

を
上
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
簡
素
な
社
殿
を
置
い
て
い
る
。
か
つ
て
石
打
城
の
守
護
神
と
し 

て
重
き
を
な
し
た
と
い
わ
れ
、
地
元
の
人
々
の
信
仰
も
厚
く
祭
礼
の
時
に
は
か
な
り
の
賑 

わ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

八
王
子
大
明
神
の
南
に
光
明
寺
が
あ
る
。
光
明
寺
の
入
口
は
、
先
程
の
左
折
地
点
か
ら 

街
道
を
東
へ
五〇

メ
ー
ト
ル
程
の
左
手
に
な
る
。
門
柱
に
「福
壽
山
」
「
光
明
寺
」
の
文
字 

が
あ
る
。

こ
の
寺
は
現
在
無
住
で
、
境
内
は
荒
廃
し
わ
ず
か
に
薬
師
堂
の
み
が
雑
草
の
中 

に
ポ
ツ
然
と
建
っ
て
い
る
。
寺
の
由
緒
等
不
明
だ
が
、
石
打
城
内
の
東
郭
に
あ
り
城
主
の 

祈
願
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。

光
明
寺
の
東
隣
が
、
石
打
城
の
堀
跡
を
へ
だ
て
て
、
慶
徳
寺
の
境
内
で
あ
る
。
光
明
寺 

入
口
か
ら
慶
徳
寺
入
ロ
迄
は
わ
ず
か
五〇

メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
。

道
際
に' 

御
影
石
製
の
門
柱
が
建
つ
。
「
曹
洞
宗
」
「慶
徳
寺
」
の
文
字
が
み
え
る
。

こ 

こ
か
ら
北
へ
一 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
簡
易
舗
装
さ
れ
た
幅
ニ
メ
ー
ト

八重笠正窀寺境内の石仏

石打こぶ観音入口の道しるべ



in 古河往還の現状と文化財

ル
程
の
参
道
が
続
く
。
参
道
の
先
に
山
門
が
見
え
る
。

こ
の
山
門
は
間
口
五•

ニ
メ
ー
ト 

ル
奥
行
三•

三
メ
ー
ト
ル
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
楼
門
で' 

楼
上
に
は
閻
魔
大
王
等
十
王
が 

安
置
さ
れ
、
「
閻
王
殿
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
閭
王
殿
」
は
、
冥
界
の
主
閻
魔
大 

王
の
宮
殿
の
意
で
あ
る
。
寺
は
天
正
元(

一
五
七
三)

年
に
鉄
翁
霜
金
に
ょ
り
開
か
れ
た 

と
伝
ら
れ
る
が
、
享

保

十(

I

七
二
五)

年
に
火
災
に
遭
い
、
楼
門
を
残
し
て
他
は
焼
失 

し
て
し
ま
っ
た
。
楼
門
は
昔
の
寺
の
面
影
を
伝
え
る
唯
一
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

邑
楽
町
の
郷
土
史
家
細
矢
清
吉
氏
は
「
こ
の
寺
が
、
小
泉
城
主
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
龍
泉 

院
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
小
泉
城
に
関
係
の
あ
る
人
に
ょ
り
建
て
ら
れ
た
の 

で
は
な
い
だ
ろ
ぅ
か
」
と
、
そ
の
著
書
「中
世
の
邑
楽
町
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

道
は
慶
徳
寺
入
ロ
か
ら
更
に
東
へ
、
現
在
部
分
的
に
宅
地
開
発
の
進
ん
で
い
る
松
本
古 

墳
群
の
雑
木
林
の
中
を
進
む
。
道
の
左
右
の
薮
の
中
に' 

わ
ず
か
な
高
み
が
見
ら
れ
る
が' 

小
円
墳
で
あ
る
。
雑
木
林
を
抜
け
出
た
と
こ
ろ
で' 

北
東
方
向
へ
三
〇
度
く
ら
い
折
れ
て

行
く
が
、
旧
街
道
は
右
手
の 

水
田
と
雑
木
林
の
境
目
を
通 

り
、
県
道
足
利•

赤
岩
線(

日 

光
脇
住
還)

を
横
切
り
、
現 

在
の
ハ
ヤ
マ
製
作
所
の
敷
地 

を
斜
め
に
横
切
っ
て
国
道
へ 

出
て
来
る
。

こ
の
間
約
三〇

 

〇
メ
ー
ト
ル
は
道
の
旧
状
を 

全
く
と
ど
め
な
い
。

こ
の
あ 

た
り
は
字
大
根
村
と
い
ぅ
。
 

国
道
ー
ニ
ニ
号
線
と
県
道
足 

利
•

赤
岩
線
の
交
差
点
に
は 

「
大
根
村
」
の
標
示
が
あ
る
。

石
打
の
南
西
部
に
は
「
こ

ぶ
観
音
」
で
有
名
な
明
言
寺
が
あ
る
。
現
国
道I

ニ
ニ
号
線
を
、
石
打
の
市
街
地
に
入
っ 

て
間
も
な
く
の
左
側
の
古
墳
上
に
菅
原
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
が' 

菅
原
神
社
の
反
対 

側
に
南
へ
入
る
小
路
が
あ
る
。
道
の
入
口
に
「
瘤
観
世
音
入
口
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
見 

え
る
。
碑
の
下
部
に
「
太

田I

里
、
館
林
二
里
」
側

面

に

「
小
泉
二
十
五
町
」
と
あ
る
。
 

明
治
四
十
二
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
小
路
を
南
へ
道
な
り
に
四
〇
〇
メ
ー 

ト
ル
程
進
む
と
小
流
に
突
き
あ
た
る
。
流
れ
の
す
ぐ
向
こ
ぅ
側
が
明
言
寺
の
境
内
で
あ
る
。
 

明
言
寺
山
門
へ
は
流
れ
に
沿
っ
て
左
方
へ
回
り
込
め
ば
ょ
い
。

月
音
山
明
言
寺
は' 

元

久

元(

ニ
ー
〇
四)

年
天
台
宗
と
し
て
創
建
さ
れ
た
が' 

そ
の 

後

天

正

二(

一
五
七
四)

年
に
曹
洞
宗
寺
院
と
し
て
再
興
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
尊 

は
千
手
観
音
で
あ
る
。
当
寺
の
別
称
「
こ
ぶ
観
音
」
は
、
観
音
の
霊
験
を
説
く
「
子
生
観 

音
」
又

は

「
瘤
観
音
」
の
二
説
話
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
境
内
の
案
内
板
は
記
す
。
 

宝
暦
四(

I

七
五
四)

年
に
両
野
三
十
三
所
観
音
の
第
六
番
札
所
と
定
め
ら
れ
て
か
ら
人
々

石打城跡付近

松本古墳群の中を走る旧道

慶徳寺山門



の
信
仰
は
益
々
厚
く
、
参
詣
人
は
跡
を
絶
た
な
い
と
い
う
。
門
前
の
売
店
に
「
子
抱
き
」 

「
お
そ
な
え
餅
」
等
の
絵
馬
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
ぶ
観
音
を
あ
と
に
東
へ
、
案
内
板
に
教
え
ら
れ
つ
つ
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
進
む 

と
、
谷
中
の
子
育
観
音
が
あ
る
。

こ
の
観
音
様
に
は
、
新
田
義
貞
の
臣
中
野
藤
内
左
衛
門 

の
妻
女
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
あ
る
。
義

貞•

藤
内
左
衛
門
ら
新
田
一
門
は
、
延
元
三 
(

I  

三
三
八)

年
越
前
藤
島
で
戦
死
し
た
。
藤
内
左
衛
門
の
妻
は
亡
き
夫
の
霊
を
弔
っ
て
髪
を 

下
し
妙
言
法
尼
と
号
し
た
。
妙
言
尼
は
夢
の
お
告
げ
に
ょ
り
、
亡
夫
の
兜
の
守
本
尊
如
意 

輪
観
音(

高
さ
七
寸)

を
祭
っ
て
夫
の
回
向
を
し
た
と
い
う
。
慶
長
三(

一
五
九
八)

年
東 

方
の
押
落
に
あ
っ
た
お
堂
が
荒
廃
し
た
の
で
、
神
藤
外
記
、
金
井
左
五
衛
門
が
こ
の
谷
中 

の
地
に
堂
庵
を
引
き
移
し
修
復
し
て
諸
人
礼
拝
の
霊
場
と
し
た
。
宝

永

五(

一
七
〇
八) 

年
廻
国
の
僧
堯
観
に
ょ
り
東
上
州
三
十
三
所
の
札
所
が
設
定
さ
れ
、
谷
中
の
子
育
観
音
は 

そ
の
第
九
番
と
定
め
ら
れ
た
と
い
う
。

1

太
田
宿
か
ら
石
打
集
落
へ

Na
名 

称 

年 

号 

備 

考

1
 

追
分
地
蔵 

台
石
が
道
標
に
な
っ
て
い
る

道

標I

基 

享

和

三

年

2
 

太
田
天
神
山
古
墳 

上
に
天
神
祠
あ
リ
。
国
指
定
史
跡

3
 

女
体
山
古
墳 

国
指
定
史
跡

4
 

天
神
山
古
墳
陪
塚

5
 

上
休
泊
堀 

大
谷
休
泊
開
さ
く

6
 

正

運

寺
 

薬

師

堂
(

泉
福
寺
ょ
り
移
す) 

石
造
地
蔵
尊
二
基 

正

徳

三

年

他

に

享

保

三

年

青
面
金
剛
夜
叉
像 

正

徳

三

年
(

ら
く
か
き
き
ん
せ
い
の
文
字
あ
リ)

7
 

賀
茂
神
社

8
 

龍
舞
館
跡 

蘭
田
氏
館
跡
と
伝
ぅ

9
 

浄

光
 

寺 

元
弘 

年
間 

五
輪
塔
四
基{

太
田
市
指
定
重
要
文
化
財) 

10
塚
廻
リ
古
墳
群 

七
基
の
古
墳' 

内
四
基
を
保
存

出
土
埴
輪
は
県
立
歴
史
博
物
館
保
管 

11
正

龍

寺
 

享
保 

三
年 

境
内
に
数
基
の
石
造
物
あ
り 

12
石
打
城
跡

13
松
本
古
墳
群 

県
指
定
史
跡
、
大
小
ニ
ニ
基
の
古
墳
群 

14
八
王
子
大
明
神 

古
墳±

に
あ
り
。

石
打
城
の
守
護
神 

15
光

明

寺
 

薬
師
堂' 

堂
内
に
多
数
の
仏
像
あ
り 

青
面
金
剛
夜
叉
像 

延
宝 

八

年
(

入
口)

16
慶

徳

寺
 

閭
王
殿

石
造
地
蔵
尊 

元

文

元

年

r

不
許
葷
酒
入
山
門
」
の

碑

明

和

六

年

17
こ
ぶ
観
音 

明
言
寺
、
本
尊
千
手
観
音

両
野
三
三
所
の
六
番

18
瘤
観
世
音
入
口
の
道
標 

明
治
四
二
年

19
谷
中
子
育
観
音 

東
上
州
三
三
所
の
九
番
。
如
意
輪
観
音

石打こぶ観音門前の売店の絵馬

石打こぶ観音本堂
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こ
、
石
打
集
落
か
ら
館
林
城
下
太
田□

へ

石
打
を
出
て
大
根
村
の
交
差
点
か
ら
県
道
足
利
赤
岩
線
を
南
へ
約I

キ
ロ
余
り
の
と 

(
20) 

こ
ろ
、
道
の
右
端
に
姪
沼
薬
師
堂
が
あ
る
。

こ
の
お
堂
は
、
鎌
倉
時
代
に
諸
国
を
遊
行
し 

て
弥
陀
の
教
え
を
説
い
た
時
宗(

遊
行
宗)

の
開
祖
一
遍±

人
の
お
休
所
と
言
い
伝
え
ら 

れ
る
。
現
在' 

境
内
は
荒
れ
る
に
任
せ
多
数
の
石
造
物
が
散
在
し
て
い
る
。

道
を
ハ
ヤ
マ
製
作
所
前
に
も
ど
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
国
道
を
東
へ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
進 

み
、
琵
琶
首
橋
の
あ
た
り
か
ら
北
へ
。
旧
街
道
は
消
滅
し
て
い
る
が' 

藤
川
城
の
南
外
郭 

線
を
堀
跡
に
沿
っ
て
曲
折
し
て
高
正
寺
の
門
前
へ
抜
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

(
21)

藤
川
城
跡
は
邑
楽
町
藤
川
地
区(

旧
藤
川
村)

の
中
央
部
字
豊
原
に
あ
る
。
こ
の
城
は
、
 

小
泉
城
主
富
岡
秀
光
が
佐
野
城
攻
略
を
ね
ら
い
中
継
基
地
と
し
て
築
き
、
小
林
河
内
守
義 

知
を
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
、
小
林
氏
が
城
の
本
郭
部
に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
。

こ 

の
城
は
相
当
の
規
模
だ
っ
た
ょ
う
で
、
高
正
寺
は
寺
曲
輪
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
建
て
ら
れ 

S
)

た
城
主
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
更
に
そ
の
東
方
は
八
幡
郭
へ
と
続
い
て
い
て' 

広
さ
は
東
西 

五
〜
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
南
北
二
五〇

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ん
で
い
る
ら
し
い
。

街
道
は
高
正
寺
門
前
を
東
へ
、
水
田
の
中
を
斜
め
に
進
み
、
字
村
東
の
南
東
隅
で
復
活 

す
る
。(

こ
の
間
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
は
消
滅)

復
活
し
た
街
道
は
字
五
料
の
北
東
部
で
用 

水
路
を
斜
め
に
渡
り
羽
刈
地
内
に
入
っ
て
く
る
。
再
び
消
え
た
道
は
東
へ
ま
っ
す
ぐ
進
み 

主
要
地
方
道
足
利•

邑

楽•

行
田
線
に
ぶ
つ
か
り
復
活
し
て
右
に
折
れ
国
道
へ
出
て
く 

る
。
主
要
地
方
道
足
利•

邑

楽•

行
田
線
は
、
大
正
時
代
初
期
に
は
「東
京
道
」
と
呼
ば 

れ
て
い
た
。
こ
の
東
京
道
の
旧
道
は
、
こ
れ
ょ
り
西
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
残
っ
て
お
り
、
 

江
戸
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
江
戸
道
は
南
下
し
て
中
野
を
通
り
利
根
川
の
赤
岩
河 

岸
又
は
五
箇
河
岸
で
利
根
川
を
行
田
側
へ
渡
っ
た
と
い
う
。

こ
の
江
戸
道
を
南
下
し
、
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
む
と
左
に
中
野
幼
稚
園
が
あ
る
。
幼 

稚
園
の
す
ぐ
は
す
向
か
い
が
神
光
寺
で
あ
る
。
寺
の
境
内
に
は
県
指
定
天
然
記
念
物
「
神

光
寺
の
大
か
や
」
が

2
)あ

る
。
樹
令
七0

0

 

年
余
り
と
推
定
さ
れ 

る
古
木
だ
が
樹
勢
は 

盛
ん
で
、
枝
張
り
は
、
 

東
西
二〇

メ
ー
ト
ル 

余
、
南
北
二
四
メ
ー 

ト
ル
に
及
び
高
さ
二 

ー
 

メ
ー
ト
ル
太
さ
目 

通

五.

五
メ
ー
ト
ル 

に
も
及
ぶ
巨
木
で
あ 

る
。神

光
寺
境
内
は
中 

野
城
跡
で
、
寺
の
周

辺
に
土
居
跡
が
か
な

5
)
 

り
よ
く
残
っ
て
い
る
。
 

中
野
城
の
歴
史
は
古 

く
、
鎌
倉
時
代
の
文

永

二
(

ー
ニ
六
五)

年' 

新
田
源
氏
の
里
見
義
俊(

後
の
南
総
里
見
氏
の
祖)

の
後
裔
中 

野
景
継
が
築
い
た
も
の
と
い
ぅ
。
景
継
の
子
が
藤
内
左
衛
門
景
春
で
、
延
元
三
年
越
前
藤 

島
で
景
春
が
戦
死
し
た
た
め
廃
城
と
な
っ
た
が
、
戦
国
時
代
の
永
禄
の
頃
、
小
泉
城
主
富 

岡
氏
の
旗
本
宝
田
和
泉
が
修
築
し
て
本
拠
と
し
て
い
た
が
、
天
正
十
八
二
五
九〇

)

年 

小
田
原
北
条
氏
滅
亡
と
共
に
廃
城
と
な
っ
た
。

(

25)

神
光
寺
の
北
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
か
り
の
と
こ
ろ
に
梅
の
宮
神
社
と
い
ぅ
小
社
が
あ 

る
。

こ
の
あ
た
り
は
字
十
三
坊
塚
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
のI

角
で
、
昭
和
二
十
八
年
頃
迄 

小
高
い
丘
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
頂
上
に
中
野
藤
内
左
衛
門
景
春
の
墓
を
示
す
供
養
塔
が

藤川東部羽刈の旧道中野神光寺大 



あ
っ
た
と
い
ぅ
が
、整
地
の
時
に
他
の
墓
石
類
とI

緒
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
 

中
野
城
跡
を
南
へ
四
五〇

メ
—
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
右
手
に
永
明
寺
が
あ
る
。

こ
こ
に
は 

国
指
定
天
然
記
念
物
の
金
木
犀
が
あ
る
。
か
つ
て
は
み
ご
と
な
巨
木
で
あ
っ
た
と
い
ぅ
が 

昭
和
四
十
一
年
九
月
の
台
風
で
根
元
ょ
り
倒
伏
し' 

再
生
を
は
か
っ
て
い
る
が
枯
死
寸
前 

で
あ
る
。

街
道
へ
も
ど
り
、
国
道
と
足
利•

邑

楽•

行
田
線
の
交
差
点
か
ら
東
へ
三
五〇

メ
ー
ト 

ル
ほ
ど
進
む
。

こ
の
辺
り
の
両
側
は
ょ
く
整
理
さ
れ
た
水
田
で
、
特
に
左
側
は
道
陸
神
と 

呼
ば
れ
て
い
る
。
街
道
は
千
原
田
集
落
前
へ
斜
め
に
入
っ
て
行
く
の
だ
が
、
こ
の
部
分
も 

(
28)

旧
状
を
と
ど
め
な
い
。
千
原
田
に
は
長
良
神
社
が
あ
り
、
国
道
か
ら
長
良
神
社
へ
通
じ
る 

道
が
ク
ラ
ン
ク
状
に
な
っ
て
い
る
部
分
に
、
東
西
方
向
の
わ
ず
か
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に 

旧
道
が
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
東
の
水
田
の
中
へ
と
再
び
道
は
消
え
る
。

千
原
田
長
良
神
社
の
西
方
に
小
さ
な
火
の
見
や
ぐ
ら
が
見
え
る
。

こ
の
火
の
見
下
に
庚 

申
塔
の
道
標
が
あ
る
。
高
さ
六
〇
セ
ン
チ
ば
か
り
の
小
さ
な
も
の
で
、
表

に

「
庚
申
塔
」

裏

に

「
西
太
田
二
里
半
、
東
た
て
は
や
し-

里
半
余
」
と
二
行
に 

刻
ま
れ
て
い
る
。
寛
政
九 (

I

七
九
七)

年
の
も
の
で
あ
る
。
旧 

所
在
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
辺
り
の
耕
地
整
理
の
時
こ
こ
に 

移
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

旧
街
道
は
長
良
神
社
の
南
東
に
広
が
る
水
田
の
中(

字
長
良
脇
と
1?
っ)

を
字
大
州
分 

へ
と
続
く
。

こ
の
間
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
消
滅
し
て
い
る
。
水
田
の
中
を
東
進
し
て 

来
た
道
が
開
田
記
念
碑
の
あ
る
あ
た
り
に
再
び
現
わ
れ
る
。

こ
の
辺
り
は
旧
街
道
と
並
行 

し
て
国
道
が
す
ぐ
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
を
走
っ
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
閑
静
で
あ
る
。

街
道
は
県
道
中
野•

御
厨
線
を
横
切
り
更
に
東
へ
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
国
道
と 

合
流
す
る
。
国
道
へ
出
て
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
に
「
ぅ
ず
ら
」
の
信
号
機
が
見
え
る
。
邑 

楽
町
鶉
地
内
へ
入
っ
て
き
た
。

鵜
と
は
愛
ら
し
い
地
名
で
あ
る
。

こ
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
足
利
義
兼(

鎌
倉
幕
府
の 

御
家
人
で
野
州
足
利
荘
の
住
人)

に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
あ
る
。

街

道

は

「
ぅ
ず
ら
」
の
信
号
で
国
道
と
分
か
れ
、
左
へ
と
入
っ
て
行
く
。
三
〇
〇
メ
ー 

ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
と
こ
ろ
で
二
手
に
分
か
れ
た
道
を
右
手
に
と
れ
ば
旧
街
道
で
あ
る
。
約 

二
五
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
小
道
を
左
折
し
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
道
の
角
に
寛
政
の
文
字 

庚
申
と
馬
頭
観
音
が
あ
る
。

街
道
は
、
こ
の
辺
り
で
は
比
較
的
旧
状
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。
長 

良
神
社
の
鳥
居
を
左
に
み
な
が
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
進
む
と
、
道

は
右
に
カ
ー
ブ
し
て
国
道
に
出
て
来
る
。
国
道
へ
の
出
口
に
日
向
の
義

S
)

民
地
蔵
の
お
堂
が
あ
る
。

千原田火の見下の道標

義

民

地

蔵

尊

義民地蔵尊前の道標
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延

宝

四(

一
六
七
六)

年
二
月
十
五
日
、
館
林
藩
日
向
刑
場
に
お
い
て
領
内
の
山
田
郡 

台

之

郷(

現
太
田
市)

の
名
主
小
沼
庄
左
衛
門
ら

一  

八
名
が
直
訴
の
重
罪
に
ょ
り
磔
刑
に 

処
せ
ら
れ
た
。
時
の
藩
主
は
後
に
五
代
将
軍
と
な
っ
た
徳
川
綱
吉
で
あ
っ
た
が
、
藩
の
役 

人
が
年
貢
の
横
領
を
た
く
ら
み
、
「
目
こ
ぼ
れ
」
と
呼
し
てj

俵
三
斗
五
升
の
と
こ
ろ
を

I  

斗
も
余
分
に
徴
し
て
私
し
た
。
暴
政
に
苦
し
ん
だ
農
民
は
、
庄
左
衛
門
を
中
心
に
幕
府
へ 

直
訴
を
企
て
た
が
入
れ
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
三
十
年
後
の
元
禄 

十

七
(

一
七
〇
四)

年
の
命
日
に
、
日
向
村
で
悲
業
の
最
後
を
遂
げ
たI

八
人
の
冥
福
を 

祈
る
た
め' 

近
郷
ょ
り
浄
財
を
集
め
地
蔵
尊
を
造
立
し
た
。

こ
れ
が
義
民
地
蔵
で
あ
る
。
 

地
蔵
尊
の
安
置
さ
れ
る
お
堂
は
周
囲
の
建
物
と
そ
の
向
き
を
異
に
す
る
。
お
堂
は
そ
の
正 

面
を
ほ
ぼ
南
東
に
向
け
て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
は
館
林
城
が
あ
る
。

地
蔵
堂
の
前
の
三
角
広
場
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
傍
ら
に
小
さ
な
道
標
が
あ
る
。
「右
足 

利
•

左
太
田
小
泉
」
と
読
め
る
。
安

永

六

二

七

七

七)

年
の
も
の
だ
が
元
の
位
置
が
少

し
変
更
さ
れ
て
い
る
よ
う
た
。

こ
の
辺
り
は
旧
多
々
良
村
で
、
義
民 

地
蔵
か
ら
南
方I
キ
ロ
余
り
に
多
々
良

S
)

沼
が
あ
る
。
か
つ
て
は
広
大
な
沼
で
あ 

っ
た
が
、
干
拓
工
事
が
進
み
旧
状
の
三 

分
の
一
程
度
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
多 

々
良
は
「蹈
躇
」
で
あ
ろ
う
。
伝
説
で 

は
、
万

寿

二(

一
〇

二
五)

年
に
宝
日 

向
な
る
者
が
沼
の
北
岸
に
居
を
構
え
、
 

水
質
の
鋳
物
に
適
す
る
を
も
っ
て
蹈
購 

を
設
け
鋳
物
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
こ 

の
地
名
が
あ
る
と
い
う
。

い
ず
れ
に
せ 

よ
、
製
鉄
、
鋳
物
に
関
係
す
る
地
名
で 

あ
り
沼
の
西
方
に
張
り
出
す
鶉
小
城
の

辺
り
か
ら
は
今
で
も 

鉄
滓
が
出
る
と
い
ぅ
。
 

山
崎
一
氏
に
よ
る
と
、
 

鶉
小
城
の
西
天
狗
屋 

敷
と
よ
ば
れ
る
と
こ 

ろ
に
刀
鍛
冶
が
住
み
、
 

こ
こ
で
鍛
え
ら
れ
た 

良
刀
が
東
京
国
立
博 

物
館
に
蔵
さ
れ
て
お

(

34)

り
、
戦
国
の
頃
の
鶉
小
城
は
、
こ
の
辺
り
で
造
ら
れ
る
刀
剣
等
の
武
器
等
を
格
納
し
て
お 

く
為
の
武
器
庫
的
城
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。(

r

写
真
で
見
る
邑
楽
町
」
に
鶉
古
城 

打
康
継
の
刀
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る)

沼
で
は
こ
い
、
ふ
な
、
う
な
ぎ
、
な
ま
ず
等
の
淡
水
魚
を
産
し
、
そ
の
水
は
付
近
の
水 

田
を
潤
し
て
い
る
。

沼
の
北
東
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
日
向
新
田
の
畑
中
の
路
傍
に
大
日
尊
集
会
所
が
あ
り' 

集
会
所
前
の
路
端
に
六
基
の
石
造
物
が
あ
る
。
う
ち
三
基
は
道
標
で
あ
る
。
馬
頭
観
音
の 

道
標
二
基
は
他
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
が' 

供
養
塔
の
道
標
は
、
正
面
に
「
奉
読
誦' 

光
明
寺
、
光
明
真
言
三
百
万
遍
、
念
物
二
億□
□

万
遍
、
供
養
塔
」
右
側
面
に
「
右
こ
い 

つ
、、、、
な
か
の
、
左
ぬ
ま
ミ
チ
」
左
側
面
に
「
安
永
八 

二 

七
七
九)

亥
年
十
一
月
吉
日
、
 

上
州
日
向
村
内
藤
八
郎
左
衛
門
」
と
あ
る
の
で
、
元
か
ら
現
在
地
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ 

れ
る
。

さ
て
、道
を
義
民
地
蔵
尊
の
と
こ
ろ
へ
も
ど
し
東
へ
現
国
道
を
進
も
う
。
約
六
〇
〇
メ
ー 

ト
ル
ほ
ど
で
道
は
大
き
く
右
へ
切
れ
て
行
く
。
左
後
方
か
ら
東
武
鉄
道
の
走
る
高
架
状
の 

土
手
が
の
び
て
き
て
、
こ
の
辺
り
で
国
道
と
接
し
、
そ
の
ま
ま
国
道
と
東
武
線
は
並
ん
で 

走
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
左
側
の
見
通
し
は
全
然
き
か
な
い
。
右
前
方
二
〇 

〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
、
多
々
良
川
に
架
か
る
沼
橋
が
見
え
る
。
街
道
は
こ
の
あ
た
り
で

多

々

良

沼

日向新田大日尊道標



国
道
と
分
か
れ
、
東
武
線
を
北
側
へ
越
え
て
、
北
方
に
広
が
る
水
田
の
中
を
斜
め
右
方
向 

に
進
ん
で
い
た
。
明
治
ー
ー
十
四
年
迄
は
旧
街
道
は
こ
の
様
に
通
っ
て
い
た
と
多
々
良
村
誌 

に
あ
る
。
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
む
と
多
々
良
川
の
北
岸
の
堤
防
に
つ
き
あ
た
る
。
堤
防 

(
36)

上
を
し
ば
ら
く
進
み
、
土

橋
(

邑
楽
郡
誌
に
あ
る
伊
仲
湖
橋
か)

を
渡
っ
て
南
岸
の
土
手 

を
下
り
、
芦
原
の
中
に
わ
ず
か
に
残
る
旧
道
を
南
東
へj

〇
〇 
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
で 

南
北
方
向
の
未
舗
装
の
道
へ
と
出
る
。
街
道
は
今
来
た
旧
道
の
延
長
約

I  

〇
〇
メ
ー
ト
ル 

ば
か
り
で
、
再
び
水
田
の
中
に
消
え
て
お
り
、
そ
の
先
に
み
え
る
集
落(

高
根
字
台
の
北 

端)

の
中
を
斜
め
に
横
切
り
主
要
地
方
道
足
利
館
林
線
に
出
て
く
る
。

こ
の
出
口
の
と 

こ
ろ
に
、
今
は
竜
興
寺
の
境
内
に
あ
る
地
蔵
尊
の
道
標
が
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
東
方
約
五 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
高
根
遺
跡
が
あ
る
。
そ
の
他
源
清
寺
や
長
良
神
社
も
近
い
。
旧
街
道
は 

こ
こ
か
ら
主
要
地
方
道
を
南
下
し
て
館
林
市
内
へ
と
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
足

利

館
 

林
線
を
南
へ
字
台
の
北
の
坂
を
上
る
ょ
ぅ
に
約I

五
〇
メ
—
ト
ル
進
む
と
右
へ
折
れ
る
道

が
あ
る
。

こ
の
道
を 

入
っ
て
大
山
祇
社
の 

前
を
通
り
市
営
住 

宅
の
四
つ
角
を
左
折 

し
て
一
五
〇
メ
ー
ト 

ル
ほ
ど
進
み
更
に
右 

手
が
館
林
の
名
刹
竜

(

39)

興
寺
で
あ
る
。

竜
興
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
楽
寺
文
書
中
の
三
善
貞
広
寄
進
状
及 

寺
領
注
文
にr

佐
貫
庄
内
高
根
郷
内
弘
願
寺
」
と
あ
り
、
こ
の
弘
願
寺
が
竜
興
寺
の
前
身 

で
あ
る
ら
し
い
の
で
、
創
建
は
鎌
會
時
代
迄
さ
か
の
ぼ
る
わ
け
で
あ
る
。
中
世
に
は
佐
貫 

庄
内
の
有
力
寺
院
と
し
て
栄
え' 

戦
国
末
に
は
荒
廃
し
た
が' 

江
戸
時
代
初
期
に
は
竜
興 

寺
と
し
て
再
興
さ
れ
た
も
の
の
ょ
う
で
あ
る
。
寺
に
は
北
条
氏
虎
印
制
札
二
枚
と
榊
原
康 

政

禁

制.
通
(

い
ず
れ
も
市
指
定
重
要
文
化
財)

が
残
さ
れ
て
い
る
。
寺
の
山
門
付
近
に 

は
お
び
た
だ
し
い
数
の
石
造
物
が
あ
る
が' 

中
で
も
門
の
右
手
の
覆
屋
内
に
あ
る
地
蔵
尊 

は
出
色
て
あ
る
。
首
が
胴
に
め
り
込
む
ょ
う
な
形
の
こ
の
地
蔵
尊
は
、
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ 

ス
で
あ
る
。

台
石
を
み
る
と
「
右
足
利
道
、
左
太
田
道
」
中

央
部
に
「
正

徳

ニ

ニ

七

I  

二)

年
壬
辰
星
十
月
十
三
日
、
施
主
高
根
村
、
長
澤
氏
」
と
あ
る
。
先
に
ふ
れ
た
旧
古
河 

往
還
と
主
要
地
方
道
足
利•

館
林
線
の
分
岐
点
に
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

竜
興
寺
の
南
西
、
館
林
市
立
第
八
小
学
校
の
裏
手
に
は
幅
一 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り' 

長 

さ
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に
及
ぶ
松
林
が
続
く
。
こ
の
松
林
は|

名
毛
せ
ん
山
と
い
い' 

林
内
の
つ
つ
じ
の
群
が
、
春
の
開
花
時
は
あ
た
か
も
赤
毛
せ
ん
を
敷
い
た
如
く
、
西
北
方 

か
ら
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
と
い
う
。
又
、
こ
の
松
林
の
中
に
は
館
林
笹 

(

多
々
良
笹)

と
い
う
植
物
学
上
の
珍
種
が
自
生
し
て
い
る
と
い
う
。(

r

館
林
市
の
文
化
財
」)

毛
せ
ん
山
の
中
程
の
南
、
県
営
住
宅
の
あ
る
住
宅
地
の
北
東
の
杉
木
立
の
中
に
は
大
谷

多々良川の土橋跡

高 根 遺 跡

竜興寺の石地蔵(高根坂下の分去リ)



in 古河往還の現状と文化財

休
泊
の
墓
が
あ
る
。

こ
の
墓
碑
は
高
さ
六 

六
セ
ン
チ
幅
三
四

•  

五
セ
ン
チ
で
舟
型
の 

背
面
の
も
の
で
「
円 

寂
大
谷
休
泊
関
月
居 

士
、
天

正

六(

一
五 

七
八)

戊
寅
天
、
八 

月
二
十
九
日
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。(

県
指
定
史
跡)

戦
国
の
頃
、
上
下
休
泊
堀
の
開
さ
く
、
大
谷
原
の
開
墾
及 

び
植
林
、
成
島
の
新
田
開
発
等
で
、
休
泊
の
事
蹟
は
特
筆
さ
る
べ
き
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
 

街
道
へ
も
ど
ろ
う
。
大
山
祇
神
社
、
市
営
住
宅
へ
の
入
口
の
と
こ
ろ
か
ら
南
へ
進
む
。
 

約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
右
手
に
小
祠
が
見
え
る
。
地
元
で
は
「
大
神
宮
様
」
と 

呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
更
に
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
高
根
の
跨
線
橋
の
下
に
出
て
く
る
。
 

こ
の
部
分
は' 

今
来
た
古
河
往
還
と
国
道
ー
ー
—
一
号
線
が
、
東
武
伊
勢
崎
線
を
ま
ん
中
に 

は
さ
ん
でX

字
状
に
接
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
上
の
跨
線
橋
は
東
武
線
を
越
え
て
古
河 

往

還
(

現
足
利
館
林
線)

と
国
道
を
連
絡
す
る
も
の
で
あ
る
。
跨
線
橋
の
下
か
ら
右
に
東 

武
線
を
見
て
東
へ
と
街
道
は
進
む
。
道
の
両
側
に
は
次
第
に
家
が
立
て
混
ん
で
く
る
。
道 

の
交
通
量
も
相
当
な
も
の
だ
。
約j

キ
ロ
程
市
街
地
へ
入
る
と
、
右
手
に
「保
健
所
入
口
」
 

の
立
看
板
が
見
え
る
。

こ
の
地
点
が
、
藩
政
時
代
の
城
下
町
館
林
の
北
西
の
関
門
で
塚
場 

戸

張
(

旧
町
名
は
塚
場
町
と
い
っ
た)

と
い
う
。
館
林
の
五
つ
の
木
戸
の

I  

つ
で
太
田
ロ 

木
戸
と
ょ
ば
れ
、
日
没
後
は
木
戸
を
閉
じ
、
通
行
手
形
を
持
つ
者
の
み
出
入
を
許
可
し
た 

と
い
う
。(

宮
杉
家
公
用
日
誌
、
邑
楽
郡
誌)

道
幅
も
現
在
ょ
り
は
大
分
狭
く
、

城
下
町
の 

常
で
、
こ
の
部
分
は
カ
ギ
の
手
に
屈
折
し
て
い
た
と
い
う
が
、
明
治1

1

十
四(

一
八
六

I  
) 

年
の
道
路
改
修
で
現
状
に
近
い
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
。
町
名
も
塚
場
町
か
ら
大
街
道
と 

い
う
俗
称
か
ら
起
っ
た
町
名
に
変
っ
た
。

2

石
打
集
落
か
ら
館
林
城
下
太
田
ロ
へ

NQ
名 

称 

年 

号 

備 

考

20
蛭
沼
薬
師
堂 

「
遊
行
上
人
お
休
所
」

21
藤
川
城
跡

22
高

正

寺
 

門
前
に
石
仏
数
基

23
神
光
寺
大
か
や 

県
指
定
天
然
記
念
物

24
中
野
城
跡

25
梅
の
宮
神
社 

中
野
景
春
の
墓
所
跡(

力)

石
灯
ろ
ぅ
二
基 

宝
暦 

九
年 

他
に
寛
延
二
年

26
永
明
寺
の
金
木
谣 

国
指
定
天
然
記
念
物

27
中
野
耕
起
源
地
之
碑

28
千
原
田
長
良
神
社

29
庚
申
の
道
標 

宽

政

九

年

30
庾
申
塔
及
び
馬
頭
観
音 

寛

政

五

牢

31
鶴
の
長
良
神
社

32
義
民
地
蔵 

元

禄

一

七
年

安
永
の
道
標 

安

永

六

年

33
多
々
良
沼

34
趣

小

城
 

戦
国
の
頃
の
刀
剣(

東
博
蔵)

35
大H

J:?
集
会
所

道

t-?:
三
店 

天
保
ー
ニ
年 

馬
頭
観
音
と
複
合(

高

さ

I  

メ
ー
ト
ル) 

原
位
置
不
明
。
他
に
馬
頭
観
音
と
複
合 

原

位

體

不

明(

天
保
六
年)

。
供
養
塔
と
複 

合
(

安
永
八
年r

36
土 

橋 

多
々
良
川
に
架
か
っ
て
い
た
。
今
は
水
面 

に
橋
脚
の
一
部
を
み
せ
る
の
み

37
竜
興
寺
境
内
地
蔵
道
標 

正

徳

二

年

も

と

高

根

字

台

の

坂

下

に

ぁ

っ

た 

38
高
根
遺
跡 

古
墳
ぁ
リ

_

近̂

6

リ
土
器
、
石
器
が
出
:t
す
る

39
竜

興

寺
 

北
条
氏
虎
印
制
札
二
通

榊
原
康
政
禁
制I

通

40
館

林

笹
 

館
林
市
指
定
天
然
記
念
物

41
大
谷
休
泊
の
墓 

天

正

六

年

県

指

定

史

跡

向原の大神宮様



42
大
神
宮
様
祠 

享

保

二

〇

年

常

夜

灯 

青
面
金
剛 

享

保

二

年

三
、
館
林
城
下
太
田□

か
ら
江
戸□

へ

S
)

旧
太
田
ロ
付
近
に
法
泉
寺
が
あ
る
。
法
泉
寺
か
ら
東
へ
五〇

 
メ
ー
ト
ル
進
み
、
愛
宕
寿 

司
脇
の
、
中
世
に
小
田
原
街
道
と
呼
ば
れ
た
路
地
を
一 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
入
る
と
愛
宕
神
社 

(

44)
社
殿
は
、
旧
館
林
町
で
唯I
の
古
墳
上
に
鎮
座
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
武
田
信
玄 

穴
山
信
君
の
書
状
や
、
徳
川
綱
吉
自
筆
のr

芦
鷺
図
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

境
内
に
は
、
県
指
定
重
要
文
化
財
の
青
石
地
蔵
板
碑
が
あ
る
。
俗
に
道
六
神
と
呼
ば
れ
、

明
治
初
期
ま
で
は
、
わ
ら
じ
な
ど
が
碑
前
に
つ
る
し
て
あ
っ
た
と 

い
わ
れ
る
。

愛
宕
神
社
前
の
旧
小
田
原
街
道
を
南
に
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

(5
 )

ど
行
く
と
応
声
寺
が
あ
る
。

応
声
寺
は
、
山
号
を
浄
徳
院
と
い
い
時
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
寺

伝
に
ょ
る
と
、
鎌
倉
時
代
遊
行
二
代
真
教
和
尚
が
建
て
た
念
仏
道
場
が
そ
の
始
ま
り
と
い 

わ
れ
る
。

境
内
の
鐘
楼
に
、
県
指
定
重
要
文
化
財
の
館
林
城
鐘
が
つ
る
し
て
あ
る
。
こ
の
城
鐘
は
、
 

寛
文
十
三(

I

六
七
三)

年
館
林
藩
主
徳
川
綱
吉
が
城
内
や
城
下
に
時
を
知
ら
せ
る
た
め
、
 

天

命
(

栃
木
県
佐
野
市)

の
長
谷
川
次
郎
左
衛
門
に
錄
造
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
鐘
の
銘 

文
は
、
林
羅
山
の
子
春
斎
の
選
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
が
、
綱
吉
の
子
徳
松
丸
が
病
没
し
、
 

天

和

三(

I

六
八
三)

年
に
館
林
城
が
廃
城
と
な
っ
た
時' 

銘
文
が
つ
ぶ
さ
れ
て
応
声
寺 

に
下
げ
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
外
、
夫
婦
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
は
し
か
地
蔵
二
体
や
疱
瘡
神
等
の
石
仏
が
あ
る
。

古
河
往
還
に
戻
り
、
旧
塚
場
町
の
通
り
を
東
へ
進
む
。

こ
の
通
り
に
は
、
古
い
た
た
ず 

ま
い
を
見
せ
る
民
家
が
残
さ
れ
て
い
る
。
三
〇
〇
メ
—
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
所
で
川
魚
料
理 

(

46) 

(
£

屋
脇
の
路
地
を
南
に
少
し
行
く
と
普
賢
堂
が
右
手
に
見
え
る
。
そ
の
奥
に
常
光
寺
が
あ
る
。

常
光
寺
本
堂
の
内
陣
と
外
陣
の
格
天
井
は
、
館
林
出
身
の
南
画
界 

の
巨
匠
小
室
翠
雲
の
若
き
日
の
作
品
で
あ
る
。
ま
た
境
内
に
は
や
や 

風
化
し
て
い
て
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
阿
弥
陀
三
尊
の
石
仏
が
あ
る
。
 

旧
塚
場
町
の
通
り
に
戻
り
東
へ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
館 

林
郵
便
局
の
あ
る
交
差
点
に
出
る
。
直
進
す
る
と
館
林
城
の
大
手
門

応声寺館林城鐘

旧塚場町の民家

法輪寺の石仏
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跡
で
あ
る
三
角
公
園
が
あ
る
。

左
折
し
て
日
光
脇
往
還
を
北
に
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
右
手
に
青
面
金
剛
群
の
あ

(
48) 

5
)
 

(
8
)

る
熊
野
神
社
が
あ
る
。

こ
のI

画
に
は
、
曹
洞
宗
の
法
輪
寺
、
日
蓮
宗
の
法
高
寺
、
円
教 

(

51)

寺
が
あ
る
。

こ
の
内
、
法
輪
寺
は
、
明
治
維
新
の
時
に
小
栗
上
野
介
の
首
が
群
馬
郡
権
田 

か
ら
館
林
に
送
ら
れ
、
東
山
道
総
督
岩
倉
具
定
の
首
実
験
に
供
さ
れ
た
後' 

小
栗
上
野
介 

父
子
の
首
が
葬
ら
れ
た
が
、I

年
後
に
上
野
介
の
遣
臣
に
盗
み
出
さ
れ
て
い
る
。

熊
野
神
社
か
ら
北
へ
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
み
、
台
宿
の
信
号
を
左
折
し
て
西
へ
一
〇

S
)

〇
メ
—
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
五
宝
寺
が
あ
る
。

五
宝
寺
は
、
新
義
真
言
宗
豊
山
派
に
属
す
る
寺
院
で
あ
り' 

中
本
寺
常
法
枏
林
の
寺
格 

を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
門
前
の
両
脇
に
明
和
年
間
に
作
ら
れ
た
形
の
整
っ
た
常
夜
燈
が
あ 

る
。
境
内
に
は
、
県
指
定
重
要
文
化
財
の
不
動
ま
ん
だ
ら
板
碑
が
あ
る
。
墓
地
に
入
っ
て 

す
ぐ
右
手
に
、
利
根
川
の
大
久
保
河
岸(

板
倉
町)

を
開
き'

「利
根
川
の
水
は
尽
き
て
も 

高
瀬
の
金
は
尽
き
な
い
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
財
を
な
し
た
高
瀬
善
兵
衛
の
墓
が
あ
る
。
 

S
)

五
宝
寺
の
西
に
長
良
神
社
が
あ
る
。

こ
の
付
近
は
、
館
林
城
土
居
や
堀
が
比
較
的
ょ
く 

残
っ
て
い
る
。

3
)
 

館
林
郵
便
局
の
交
差
点
を
右
折
し
、
本
陣
跡
を
柬
に
見
て
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
南
に
進
む 

i

と
大
辻
に
出
る
。

こ
こ
は
、
札
の
辻
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
で
高
札
場
が
あ
っ
た
。
東
南
隅
に
あ
る
太
陽
の 

園
に
大
正
十
四
年
頃
建
て
ら
れ
た
館
林
町
の
道
路
元
標
が
置
か
れ
て
い
る
。

大
辻
を
右
折
し
西
に
旧
材
木
町
の
通
り
を
五
〇
メ
ー
ト
ル
行
く
と
、
群
馬
し
ょ
み
ん
の 

(
56) 

(
57) 

北
側
に
千
眼
寺
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
四
五〇

メ
ー
ト
ル
進
む
と
右
手
に
観
性
寺
が
あ
る
。
 

観
性
寺
に
は' 

鎌
倉
時
代
の
阿
弥
陀
三
尊
の
石
仏
が
あ
っ
た
が
、
風
化
が
ひ
ど
く
な
っ
た 

の
で
、
保
護
の
た
め
館
林
図
書
館
で
保
管
し
て
い
る
。
そ
の
外
こ
の
地
方
で
は
珍
し
い
天 

保

十

四(
I

八
四
三)

年
の
二
十
三
夜
塔
が
あ
る
。

観
性
寺
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
に' 

こ
の
地
方
で
は
数
少
な
い
浄
土
真
宗
の
覚
応 

(

58)

寺
が
あ
る
。

再
び
大
辻
を
南
に
三〇

〇

メ
ー
ト 

ル
進
み
、
自
転
車
屋
の
脇
の
路
地
を
西

に
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
右
手
に 

(

59)

大
道
寺
が
あ
る
。

大
道
寺
は
、
後
述
す
る
善
導
寺
の
役 

寺
で
あ
る
。

大
道
寺
に
は
、
江
戸
時
代
の
国
学
者 

で
天
保
八(

I

八
三
七)

年
越
後
国
柏 

崎
で
乱
を
起
こ
し
た
生
田
萬
の
父
祖
の 

墓
が
あ
る
。
そ
の
外
、
幕
末
の
俠
客
江 

戸
屋
虎
五
郎
の
墓
が
あ
る
。
石
仏
で
は
、
 

た
わ
む
れ
る
二
人
の
男
女
の
側
で
泣
く 

童
子
を
配
し
た
享
保
六 

二 

七
ニ
ー)

年
の
地
蔵
な
ど
が
あ
る
。

大
道
寺
か
ら|

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
キ
ン
カ
堂
の
西
側
に
善
導 

寺
が
あ
る
。

こ
こ
は
、
東
武
鉄
道
館
林
駅
を
降
り
て
す
ぐ
そ
ば
で
あ
る
。

善
導
寺
は
、
終
南
山
見
松
院
善
導
寺
と
い
ぅ
の
が
正
し
い
呼
び
方
で
あ
る
。
山
門
に
「
勅 

願
所
」
と
記
し
て
あ
る
大
き
な
篇
額
が
あ
る
。

こ
れ
は' 

明
治
二
年
に
勅
願
所
の
綸
旨
を 

下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
ょ
る
。
善
導
寺
は' 

江
戸
時
代
関
東
十
八
檀
林
の一

つ
で
あ
っ
た
。
 

当
時
、
梢
林
で
修
業
し
な
い
と
僧
侶
の
資
格
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で 

修
業
し
た
僧
は
、
増
上
寺
山
主
と
な
っ
た
祐
天
上
人
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
の
名
僧
が 

い
る
。
戦
前
使
用
さ
れ
た
修
身
の
教
科
書
卷
四
の
「
兄
弟
」
は
、
渡
辺
華
山
の
弟
が
善
導 

寺
へ
寺
奉
公
に
出
る
時
の
話
で
あ
る
。

榊
原
氏
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
た
め
、
県
史
跡
の
榊
原
康
政
の
墓
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の 

一  

族
や
、
老
中
松
平
乗
寿
の
墓
が
あ
る
。
寺
宝
と
し
て' 

榊
原
康
政
像
や
伝
徳
川
家
康
自 

画
像
な
ど
が
あ
る
。

館林町大辻の道路元標



古
河
往
還
に
戻
り
、

一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
館
林
駅
入
口
の
交
差
点
に
出
る
。
左

S
)

折
し
て
観
光
道
路
を
東
へ
六
〇
〇
メ
—
ト
ル
進
む
と
館
林
城
跡
で
あ
る
。

土
居
が
よ
く
残
っ
て
い
る
の
は
三
ノ
丸
跡
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
図
書
館
と
郷
土
資
料
館 

が
あ
る
。

資
料
館
の
東
側
に
旧
上
毛
モ
ス
リ
ン
本
館
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
県
指
定
重
要
文
化
財
と 

な
っ
て
お
リ
、
明
治
中
期
の
洋
風
建
築
の
特
徴
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
館
林
市
役
所
建 

設
の
た
め
、
近
く
の
館
林
女
子
高
の
東
側
に
移
さ
れ
第
二
資
料
館
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
資
料
館
の
東
南
に
つ
つ
じ
ケ
岡
第
二
公
園
が
あ
る
。

つ
つ
じ
ケ
岡
第
二
公
園
の
一 

角
に
佐
貫
氏
関
係
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
五
輪
塔
が
多
数
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
昭 

和
四
十
五
年
に
旧
館
林
城
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
東
に
尾
曳
稲
荷
神
社
が
あ 

(

64)る
。尾

曳
稲
荷
神
社
は
、
戦
国
時
代
赤
井
照
光
が
助
け
た
孤
の
教
え
に
よ
っ
て
、
館
林
城
を 

築
い
た
こ
と
か
ら
、
孤
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
創
建
し
た
と
い
ぅ
伝
え
が
あ
る
。
境
内
に

は
、
徳
川
綱
吉
の
館
林
城
修
築
に
た
ず
さ
わ
っ
た
石
工
の
寄
進
に
な
る
寛
文
五(

一
六
六 

五)

年
の
石
造
水
盤
、
廃
城
の
工
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
石
工
の
寄
進
に
な
る
天
和
三 
(

一

六
八
三)

年
の
石
灯
籠
が
あ
る
の
が
興
味
深
い
。
そ
の
外
、
館
林
城
図
絵
馬
等
が
あ
る
。
 

ま
た
、
明
治
の
文
豪
、
田
山
花
袋
の
歌
碑
が
三
ノ
丸
公
園
か
ら
移
転
さ
れ
て
あ
る
。

尾
曳
稲
荷
神
社
の
北
西
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
に
、
田
山
花
袋
の
旧
居
が
あ
る
。
 

こ
の
建
物
は
、
木
造
茅
葺
で
あ
り
、
明
治
維
新
前
の
武
家
屋
敷
の
面
影
を
ょ
く
残
し
て
い 

る
。

こ
こ
で
、
花
袋
は
九
才
か
ら
十
九
才
ま
で
過
ご
し
た
。

3

館
林
城
下
太
田□

か
ら
江
戸□

へ

N0.
名 

称 

年 

号 

備 

考

43
法

泉

寺
 

寛
永
ー
ー
年
榊
原
重
次
の
墓

44
愛
宕
神
社 

,

文
永
一
〇
年 

青
石
地
蔵
板
碑

45
応 

声 

寺 

館
林
城
鐘(

県
指
定
重
要
文
化
財) 

46
普

賢

堂
 

明

和

五

年

普

賢

菩

薩

47
常

光

寺
 

格
天
井 

阿
弥
陀
三
尊

48
熊
野
神
社 

寛

文

八

年

青

面

金

剛

群

49
法

輪

寺
 

元

禄

六

年

間

魔

大

王

50
法

高

寺
 

安

永

六

年

馬

頭

尊

51
円

教

寺
 

六
百
遠
忌
報
恩
塔

52
五

宝 

寺 

永
仁 

五
年 

不
動
ま
ん
だ
ら
板
碑

(

県
指
定
重
要
文
化
財)

高
瀬
善
兵
衛
墓
常
夜
塔

53
長
良
神
社 

古
兜

54
足
利
町
通
り 

本
陣
跡

55
大 

辻 

道
路
元
標

56
千

眼

寺
 

明
和 

六
年 

十
九
夜
念
仏
供
養
塔

天

保

四

年

不

動

明

王

57
観

性

寺
 

天
保
一
四
年
二
十
三
夜
塔

58
覚

応

寺
 

安
産
観
世
音
塔

59
大

道

寺
 

生
田
万
父
祖
の
墓

60
善

導

寺
 

寛
永
一
五
年 

柵
原
康
政
墓(

県
指
定
史
跡)

館 林 城 跡

尾曳
神社遠望
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61
三
ノ
丸
公
園 

館
林
城
跡

62
第
ー 

ー
資
料
館 

旧
上
毛
モ
ス
リ
ン
株
式
会
社
本
館

(

県
指
定
重
要
文
化
財)

63
つ
つ
じ
ケ
岡
第
ー 

ー
公
園 

応
永
ー
ー
四
年 

五
輪
塔
群

64
尾
曳
稲
荷
神
社 

明
治
ー
ー
年
絵
馬

寛

文

五

年

石

造

水

盤

天

和

三

年

常

夜

塔

田
山
花
袋
歌
碑

65
田
山
花
袋
旧
居 

第
ー 

ー
資
料
館
に
移
転
の
計
画
が
ぁ
る

四
、
館
林
城
下
江
戸
ロ
か
ら
海
老
瀬
集
落
へ

(

66)

新
宿
一
丁
目
の
交
差
点
の
南
角
に
竜
泉
寺
が
あ
る
。
境
内
に
は
元
禄
元(

一
六
八
八) 

(

67) 

(

69)

年
の
像
庚
申
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
少
し
南
、
遍
照
寺
の
墓
地
脇
に
釈
迦
堂
と
呼
ば
れ 

る
小
さ
な
お
堂
が
建
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
元
、
宝
寿
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
が
、
廃 

寺
と
な
り
現
在
は
常
光
寺
の
管
理
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
釈
迦
堂
に
は
每
日
曜
日
に
近
所 

の
年
寄
り
が
一
〇
人
〜
二
〇
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
念
仏
講
を
行
な
っ
て
い
る
。
お
年
寄
り 

に
と
っ
て
は
信
心
と
合
わ
せ
て
雑
談
の
場
と
し
て
も
楽
し
み
な
も
の
の
ょ
う
に
感
じ
ら
れ 

た
。先

呈
の
交
差
点
を
そ
の
ま
ま
南
へ
ー
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
右
手
に
入
る
道
角
に
「富
士
浅 

(

70)

間
入
口
道
」
と
書
か
れ
た
高
さ
約
ー 

メ
ー
ト
ル
の
道
し
る
べ
が
建
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら 

(

71)

富
士
嶽
神
社
ま
で
は
約
ー
キ
ロ
で
あ
る
。

ま
た
元
の
場
所
に
戻
り
前
橋•

古
河
線
を
東
へ
直
進
し
て
行
く
。
宇
沢
整
形
外
科
の
所 

か
ら
入
る
旧
道
は
現
在
の
道
路
状
況
か
ら
考
え
る
と
近
い
将
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と 

も
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
交
差
点
ょ
り
北
へ
少
し
行
き
右
へ
花
山
方
面
の
道
を
入
っ
た
所
の 

瀬
山
氏
の
庭
内
に
「
右
花
屋
満
、
左
の
や
ま
み
ち
」
と
書
か
れ
た
享
保
二
十(

一
七
三
五)

(3
 )

年
の
地
蔵
尊
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
 

現
在
で
は
全
く
個
人
の
庭
の
中
に
あ
る 

が
、
こ
の
脇
を
花
山
へ
通
じ
る
道
が
あ 

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
で
も
一
部 

で
は
あ
る
が
、
は
っ
き
り
と
そ
れ
と
確 

認
で
き
る
。

こ
う
し
た
石
仏
を
大
切
に 

保
存
し
て
お
け
ば
重
要
な
歴
史
的
資
料 

に
な
る
と
い
う
一
つ
の
実
例
と
い
え
る
。

松
原
二
丁
目
の
三
差
路(

追
分)

に 

は
二
つ
の
道
し
る
べ
が
あ
る
。

一
つ
は 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
脇
の
ち
ょ
う
ど
分 

吱
点
に
あ
た
る
所
に
高
さ
ー 

メ
ー
ト
ル

へ5 )

以
上
の
角
柱
が
建
っ
て
い
る
。

こ
れ
は

道
路
工
事
の
際
に
五 

〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
埋 

没
し
て
し
ま
っ
た
そ 

ぅ
だ
が
、
あ
ま
り
に 

も
無
神
経
な
話
で
あ

る
。
正

面

に

「右A

く
ろ
、
せ
ん
つM

、

左
い
た
く
ら
、
こ⑹

」

と
深
く
彫
ら
れ
て
い

る
が
年
代
は
不
祥
で
あ
る
。
も
ぅ
一
つ
は
三
差
路
の
手
前
左
側
の
瀬
山
増
男
氏
の
裏
庭
に 

正
面
に
南
無
観
世
音
菩
薩
と
書
か
れ
、
両
側
面
に
、
「
秩
父
、
こ
が
江
」I

西
國
、
 

せ
ん
づ
い
」
と
刻
ま
れ
た
元
文
三2

七
三
八)

年
の
も
の
で
あ
る
。

(
6
 )

追
分
か
ら
道
を
左
に
と
っ
て
す
ぐ
左
手
に
一
本
の
大
き
な
松
か
あ
る
。
説
明
に
ょ
れ
ば

遍 照 寺

富士嶽神社への道しるべ



樹
令
三
〇
〇
年
以
上
と
い
う
古
い
松
で
、
安
政
年
間
、
こ
の
付
近
一
帯
は
松
林
で
あ
っ
た 

そ
う
で
、
「松
原
」
と
い
う
地
名
も
そ
れ
に
由
来
し
て
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
の 

す
ぐ
北
に
旧
松
林
寺
跡
が
あ
る
が
、
こ
の
名
前
な
ど
か
ら
も
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

(

77)

こ
の
一
本
松
か
ら
道
な
り
に
東
へ
行
く
と
左
手
に
曹
洞
宗
の
古
刹
、
普
済
寺
が
あ
る
。
寺 

域
も
か
な
り
大
き
く
往
古
の
繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
徳
川
家
康
よ 

り
寺
領
と
し
て
朱
印
百
石
を
賜
わ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
十
三
世
淳
峯
の
代
に
は
大
本 

山
永
平
寺
よ
り
常
恒
会
地
の
免
牘
を
得
た
と
い
わ
れ
る
。
大

永

五(

一
五
二
五)

年
の
創 

立
で
古
い
茅
葺
き
の
山
門
を
入
る
と
、
す
ぐ
左
に
大
き
な
手
洗
鉢
が
あ
る
。

こ
れ
は
館
林 

藩
の
検
断
職
を
し
て
い
た
青
山
氏
の
寄
贈
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
手
の
銅
鐘
は 

館
林
市
の
指
定
重
要
文
化
財
に
さ
れ
て
お
り
、
慶

安

二(

一
六
四
九)

年
の
銘
が
あ
り
、
 

佐
野
の
住
人
横
塚
内
膳
、
藤
原
重
次
ら
の
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
中
興
開
山
五 

世
花
翁
は
長
尾
為
景
の
四
男
に
あ
た
る
と
い
う
。

花
山
入
口
の
信
号
を
左
折
し
、
北
へ
ー
キ
ロ
の
地
点
に
県
立
つ
つ
じ
丘
公
園
が
あ
る
。

毎
年
つ
つ
じ
の
開
花
期
に
は
大
勢
の
花 

見
客
で
に
ぎ
わ
ぅ
。
す
ぐ
裏
手
は
城
沼 

が
ぁ
り
東
毛
き
っ
て
の
景
勝
地
と
い
ぇ 

ょ
ぅ
。

こ
の
付
近
の
大
袋
に
は
館
林
城

の
前
身
と
も
い
え
る
大
袋
城
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
花
山
入
口
へ
戻
る
道
の
左
奥
に
江 

(

78) 

、
 

'' 

戸
時
代
の
郷
倉
が
あ
る
。
現
在
は
荒
廃
す
る
に
ま
か
せ
た
ま
ま
な
の
で
惜
し
い
気
が
す
る
。
 

往
還
に
戻
り
、
市
立
第
五
小
学
校
の
手
前
を
右
折
す
る
道
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
五
〇
〇
メ 

(

80) 

丨
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
所
に
子
権
現
が
あ
る
。

こ
こ
は
足
の
病
に
良
く
効
く
と
い
わ
れ
信
仰 

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
あ
た
り
の
地
名
を
「
子
之
神
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
道
を
さ
ら
に 

(

81)

南
こ
下
っ
て
行
く
と
赤
生
田
の
集
落
に
出
る
。

こ
こ
に
は
秋
元
生
祠
が
あ
る
。
ま
た
、
少 

/
V
 

S
)
 

し
西
へ
行
っ
た
三
差
路
に
は
庚
申
塔
が
建
っ
て
い
て
道
し
る
べ
に
な
っ
て
い
る
。
寛
政
十 

二
(

一
八
〇
〇)

年
の
建
立
で
、
「
右 

せ
ん
す
い
廿
三
丁
、
い
い
の
へ
一
り
左 

い
た 

く
ら
へ
一
り
、
こ
が
へ
三
り
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
所
か
ら
裏
往
還
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ 

る
。

こ
の
三
差
路
を
北
西
へ
ず
っ
と
行
く
と
先
程
の
松
原
の
追
分
に
出
る
わ
け
で
あ
る
。
 

(

84) 

館
林
五
小
西
側
の
道
を
北
へ
入
っ
て
行
く
と
ま
も
な
く
左
手
に
古
い
民
家
が
見
え
る
。
 

家
の
新
築
が
急
激
で
こ
う
し
た
光
景
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
家 

も
間
も
な
く
取
り
壊
わ
し
て
し
ま
う
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
道
を
北
へ
行
き
、
つ
き
あ
た
り 

(

83)

が
浅
間
神
社
で
あ
る
。

こ
の
神
社
は
古
墳
の
上
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
も
と
は
前
方
後
円
墳 

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
前
方
部
が
欠
損
し
て
し
ま
っ
た
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
に
形
の 

整
っ
た
常
夜
塔
が
あ
る
。
嘉

永

三(

一
八
五
〇)

年
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
手
に
は 

享

保

八(

一
七
二
三)

年
の
青
面
金
剛
像
や
文
化
元(

一
八
〇
四)

年
の
如
意
輪
観
音
な

郷 倉 跡

一 本 松

浅間神社の常夜燈



Ill古河往還の現状と文化財

ど
が
あ
る
。

そ
し
て
、
館
林
五
小
の
裏
を
通
る
細
い
道
を
東
へ
行
く
と
変
形
の
三
差
路
に
出
る
。

こ 

(

87)

の
西
隅
に
二
つ
の
道
し
る
べ
が
建
っ
て
い
る
。

一
つ
は
文
政
九(

一
八
二
六)

年
の
銘
が 

あ
る
も
の
で
台
石
に
「東 

が
江
、
西
た
て
ば
や
し
江
、
南
せ
ん
づ
い
江
」
と
刻
ま
れ
て 

い
る
。
も
う
一
つ
は
文
政
十
二(

一
八
二
九)

年
の
銘
が
あ
る
も
の
で
「東
、
板
く
ら
、
 

ら
い
で
ん
道
、
南
子
ご
ん
げ
ん
、
十
二
社
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
し
て 

三
差
路
付
近
の
狭
い
道
で
往
還
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
る
こ
の
道
は
、
裏
往
還
と
し
て
利
毛 

- 

(

85)

さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
辻
の
す
ぐ
北
に
他
宗
場
と
呼
ば 

れ
る
真
言
宗
と
曹
洞
宗
の
墓
地
が
あ
る
。
地
元
で
は
こ
れ
を
「
タ
シ
バ
」
と
呼
ん
で
い
る 

が
、
他
の
地
域
に
は
あ
ま
り
例
を
み
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

S
)

本
宿
の
八
坂
神
社
の
手
前
、
道
の
右
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
す
ぐ
西
粦
に
小
さ
な
祠 

(

89)

が
あ
る
。
現
在
で
は
何
の
変
哲
も
な
い
祠
だ
が
、
道
祖
神
が
祭
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
洪 

水
の
際
に
こ
こ
に
流
れ
つ
い
た
の
で
お
祀
り
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
 

こ
う
し
た
荒
れ
た
祠
を
見
て
い
る
と
徒
歩
の
時
代
に
旅
人
の
安
全
を
祈
っ
た
と
考
え
ら
れ 

る
。

こ
う
し
た
信
仰
の
様
式
も
自
動
車
時
代
に
は
無
用
の
も
の
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い 

く
運
命
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

旧
道
を
入
っ
た
つ
き
あ
た
り
に
あ
る
の
が
宝
秀
寺
で
あ
る
。
境
内
に
は
年
代
不
詳
で
は 

(

91)

あ
る
が
道
し
る
べ
が
一
つ
あ
る
。
「
正
面
た
て
ば
や
志
、
左
ふ
じ
お
か
道
、
右
こ
が
み
ち
」 

と
あ
り
、右
折
し
て
現
在
の
バ
イ
パ
ス
に
出
る
。
こ
の
付
近
は
東
北
自
動
車
道
の
開
通
に
と 

も
な
っ
て
イ
ン
タ
丨
チ
ヱ
ン
ジ
が
出
来
た
こ
と
も
あ
っ
て
様
相
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。
 

四
車
線
の
広
い
バ
イ
パ
ス
が
通
り
、
高
速
道
に
ょ
っ
て
道
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の 

も
あ
る
。
高
速
道
を
く
ぐ
る
す
ぐ
手
前
を
右
折
し
、
少
し
西
へ
行
っ
た
畑
の
脇
にB

頭
観 

(

92)

音
が
七
基
建
っ
て
い
る
。
像
塔
は
一
基
で
、
こ
れ
が
最
も
古
く
明
和
五(

一
七
六
八)

年 

の
も
の
で
あ
る
。

高
速
道
を
く
ぐ
っ
て
イ
ン
タ
ー
の
す
ぐ
東
、
道
の
右
手
角
に
西
国
供
養
塔
の
道
し
る
べ 

(

93)

が
建
っ
て
い
る
。
明
和
三(

一
七
六
六)

年
の
銘
が
あ
り
、
「
西
た
て
ば
や
し
み
ち
、
北
こ

加
み
ち
、
東
い
い
の 

か
し
み
ち
、
南
せ
ん 

ず
い
み
ち
」
と
あ
る 

の
で
旧
道
は
北
へ
入 

る
道
を
行
く
こ
と
に 

な
る
。
道
は
左
へ
力 

—
ブ
し
な
か
ら
そ
の 

ま
ま
行
く
と
小
さ
な 

四
辻
に
出
る
。

こ
の

東
角
に
高
さ
約
ニ
メ
—
ト
ル
の
大
き
な
道
し
る
べ
が
あ
る
。
如
意
輪
観
音
を
陽
刻
し
、
十 

九
夜
供
養
塔
と
陰
刻
し
て
あ
る
も
の
で
台
石
に

「向
(

西)

あ
こ
う
だ
、
せ
ん
つ
ゐ

向
(

北)

す
ぎ
の
わ
た
し
、
た
て
ば
や
し

向
(

南)

い
い
の
か
し
、
こ
が
」

と
刻
ま
れ
て
い
て
側
面
に
天
保
十
二(

一
八
四
一)

年
の
銘
が
あ
る
。

こ
こ
も
昔
は
か
な 

り
利
用
さ
れ
て
い
た
道
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
先
程
の
西
国
供
養
の
道
し
る
べ
を
南
に
少
し
行
く
と
、
田
ん
ぼ
の
真
中
に
円
く 

' 

(

94) 

堀
か
め
ぐ
ら
し
て
あ
る
小
さ
な
島
が
あ
る
。
そ
の
中
に
巳
待
供
養
塔
が
あ
る
が
、
こ
れ
は 

こ
の
地
方
に
多
く
み
ら
れ
る
水
神
を
祭
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

旧
道
を
く
の
字
形
に
入
っ
て
ま
た
す
ぐ
前
橋•

古
河
線
に
出
て
す
ぐ
板
倉
町
に
入
る
。
 

そ
し
て
淵
ノ
上
に
入
る
道
を
行
く
と
釈
迦
堂
の
所
へ
出
る
が
、
そ
の
す
ぐ
南
に
舟
山
古
賀 

が
あ
る
。
ま
た
、
す
ぐ
隣
の
風
張
地
区
に
は
筑
波
山
古
墳
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
フ
ズ
リ
ナ 

の
化
石
の
あ
る
珍
し
い
石
が
石
室
の
天
井
石
と
な
っ
て
い
る
。

(
6
 

}

円
満
寺
へ
行
く
参
道
の
左
手
に
は
、
倒
れ
か
か
っ
た
ょ
う
な
道
し
る
べ
が
二
つ̂
9

る
。
 

一
つ
は
庚
申
の
道
し
る
べ
で
「
右
た
か
と
り
、
こ
加
、
左
ら
い
で
ん
道
」
と
刻
ま
れ
た
万 

延

元(

一
八
六
〇)

年
の
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
十
九
夜
塔
で
「
右
い
た
く
ら
、
こ
が
」
と

馬 頭 観 音



台
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
造
立
は
嘉
永
七
二 

八
五
四)

年
に
な
る
。
円
満
寺
に
あ
る
f-
乎
観 

音
像
は
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
地
方
で
は
あ
ま
り
類
を
見
な
い
美
し 

い
顔
立
ち
を
し
て
い
る
。

こ
の
か
は
現
在
住
職
が
い
な
い
た
め
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て 

管
理
さ
れ
て
お
り' 
f

乎
観
音
は
二
十
年
にI

回
公
開
さ
れ
る
と
い
ぅ
秘
仏
で' 

安
産
、
 

子
育
の
観
音
様
と
し
て
も
知
ら
れ
御
開
扉
の
時
に
は
近
在
近
郷
だ
け
で
は
な
く
遠
方
か
ら 

も
見
物
客
が
や
っ
て
く
る
と

-'
っ
。
ま
た
、
本
堂
も
安
政
六
二 

八
五
九)

年
の
棟
札
か 

ら
相
当
古
い
こ
と
が
わ
か
る
が' 

雨
漏
り
が
す
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
た
め
昭
和
五
十
五
年
大 

々
的
に
松
の
ふ
き
替
え
を
行
な
っ
た
。

こ
の
f->

観
音
は|

説
に
よ
る
と
鎌
倉
末
〜
南

北
朝
期
に
地
元
の* 

族
の
援
助
で
作
ら
れ 

た
も
の
た
と
い
ぅ
こ 

と
で
あ
る
。
円
満
寺 

の
一
本
柬
の
通
り
に 

面
し
て
宝
憧
院
の
小 

さ
な
お̂

が
あ
る
。
 

そ
の
脇
に
珍
し
い
勝 

軍
地
蔵
が
建
っ
て
い 

る
。
馬
に
ま
た
が
っ 

た
人
物
が
僧
形
で
享 

保
十
二(

一
七
二
七) 

年
に
宝
憧
院
盛
誉
に 

ょ
っ
て
造
立
さ
れ
た 

も
の
で
あ
る
。

円
満
寺
の
北
、
视 

谷
地
区
に
は
安
勝
寺 

が
あ
る
。

こ
こ
に
は

美
し
い
銅
鐘
や
、江
戸
中
期
頃
の
建
築
と
い
わ
れ
る
阿
弥
陀
堂
、
鎌
倉
末
期
の
阿
弥
陀
如
来 

像

さ
ら
に
「亀
の
子
様
」
と
呼
ば
れ
る
亀
の
背
中
に
の
っ
た
珍
し
い
宝
篋
印
塔
な
ど
が 

あ
る
。
ま
た
、
寺
の
東
、
城
之
宮
神
社
に
行
く
途
中
に
正
明
院
の
墓
地
が
あ
る
。
現
在' 

(
99)

寺
は
存
在
し
な
い
が
、
こ
こ
に
珍
し
い
青
面
金
剛
像
が
あ
る
。
文

政

六2

八
二
三)

年 

に
作
ら
れ
た
も
の
で
ド
ク
ロ
の
面
と
三
猿
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
地
方
に
は
青
面
金
剛
の 

頭
に 

へ
ビ
を
ま
き
つ
け
た
も
の
や
こ
こ
の
場
合
の
ょ
う
に
ド
ク
ロ
を
表
わ
し
た
も
の
がg
 

に
つ
く
。
多
分
こ
れ
は
東
毛
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
が
、
水
神
の
信
仰
と
結
び
つ
い
た
も
の 

で
あ
ろ
う
力
。
ま
た 

三
猿
も
普
通
小
さ
く
抽
象
化
し
た
も
の
か
多
い
中
で
形
も
大
き
く 

ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
。

往
還
は
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に
東
へ
進
ん
で
行
く
が' 

南
へ
折
れ
斗
合
田
橋
付
近
に
は
堤
防 

上
に
水
神
祠
が
建
っ
て
い
る
。
ま
た
、
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
左
手
の
林
の
中
に
馬
頭
観
音
や 

板
碑
が
数
基
並
ん
で
い
る
。
地
形
な
ど
か
ら
し
て
こ
の
場
所
は
特
殊
な
意
味
あ
い
が
あ
る 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
骨
稽
と
い
う
集
落
を
東
へ
細
い
道
が
走
っ
て
い
る
。
 

こ
の
道
が
御
獄
社
の
近
く
の
三
差
路
に
つ
き
あ
た
る
。

こ
の
角
に
は
百
番
供
養
の
道
し
る 

ベ
が
建
っ
て
い
た
が
、
交
通
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
た
め
か
、
観
福
寺
に
片
付
け
ら
れ
て
し
ま 

っ
て
、
現
在
は
台
石
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

原
宿
上
の
道
を
左
折
し
て
す
ぐ
右
に
観
福
寺
が
あ
る
。
境
内
に
は
明
和
二(

I

七
六
五)

年
の
十
九
夜
供
養
塔
、
 

安
永
五
二
七
七
六) 

年
の
普
門
品
供*

塔 

な
ど
か
き
れ
い
に
整 

理
さ
れ
て
あ
る
。
ま 

た' 

こ
の
道
を
さ
ら 

に
北
上
す
る
と
石
塚 

地
区
に
出
る
。

こ
こ 

の
最
滕
寺
墓
地
に
は

円満寺前道しるべ正明院跡イイ仏群

原宿下水神塔
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珍
し
い
墓
石
が
数
体
あ
る
。
山
伏
と
巫
女
の
墓
で
あ
る
。

原
宿
下
の
公
民
館
入
口
の
信
号
を
右
折
し
約I

キ
ロ
ほ
ど
行
く
と
三
差
路
に
な
る
。

こ 

の
三
差
路
の
角
に
水
神
塔
の
道
し
る
べ
が
建
っ
て
い
6!

。
安

永

九(
I

七
八〇

)

年
の
も 

の

で

「
西
た
て
ば
や
し
み
ち
、
北
い
た
く
ら
村
み
ち
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
ま
た
、
こ
の 

す
ぐ
北
の
ポ
ン
プ
小
屋
脇
に
は
通
称
「
ィ
ボ
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
地
蔵
菩
薩
が
建
っ 

て
い
る
。
享

保

四(

一
七I

九)

年
の
銘
が
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
隣
に
は
水
神
塔
と
同
じ
年 

に
建
て
ら
れ
た
馬
頭
観
音
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
谷
田
川
を
越
え
れ
ば
間
も
な
く
飯
野
で
あ 

る
。元

の
道
へ
戻
り
東
へ
少
し
行
く
と
板
倉
高
校
が
左
に
見
え
て
く
る
。
そ
の
す
ぐ
東
隣
に 

宝
福
寺
が
あ
る
。

こ
こ
は
柬
上
州
三
郡
、
阪
東
第
一
番
札
所
で
安
産
子
育
の
板
倉
観
音
と 

呼
ば
れ
る
。
現
在
、
町
が
管
理
し
て
い
る
県
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
木
彫
性 

信
上
人
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
期
の
作
と
い
わ
れ
る
な
か
な
か
し
っ
か
り
し
た 

像
で
あ
る
。
な
お' 

性
信
は
観®

の
愛
弟
子
の
一
人
で' 

こ
の
地
方
の
布
教
活
動
の
中
心 

人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
南
に
あ
る
墓
地
に
は
文
政
六 

二
八
二
三)

年
の
札
所 

案
内
の
道
し
る
べ
が
あ
る
。
「龍

蔵

へ

三

丁

、
観
福
寺
へ
六
丁
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

宝
福
寺
の
少
し
柬
を
往
還
か
ら
南
へ
入
っ
た
畑
中
の
辻
に
馬
頭
観
音
の
道
し
る
べ
が
あ 

り

r

こ
れ
よ
り
左
、
ら
い
で
ん(

道)

」
と
あ
る
。
往
還
に
再
び
出
て
東
へ
二〇

〇

メ
ー
ト 

ル
ほ
ど
行
っ
た
左
手
の
旧
道
入
口
に
自
然
石
の
「
是
よ
り
、
ら
い
で
ん
」
文
化
十

|  

二 

八
一
四)

年
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
参
道
は
細
く
て
曲
り
く
ね
っ
て
い
る
た
め
、
 

雷
電
神
社
に
行
く
に
は
荻
野
商
店
の
所
を
左
折
し
、
北
へ
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
着 

/
\

〇

,

雷
電
神
社
は
、
創
建
年
代
は
不
詳
だ
が
、
棟
札
に
よ
れ
ば
天
文
十
六(

I

五
四
七)

年
、
 

慶

長
十
六(

一
六
一

Z:
年
、
寛

文

四

二

六

六

四)

年
に
大
改
修
が
行
な
わ
れ' 

五
代 

将
軍
綱
吉
の
時
に
葵
紋
の
使
用
を
許
さ
れ
た
と
い
ぅ
。
現
在
の
拝
殿
及
び
本
社
は
文
政
二 

(

一
八
一
九)

年
の
建
築
に
か
か
る
。
な
お
本
社
の»
*
^

に
あ
る
末
社
八
幡
宮•

稲
荷
神 

社
社
殿
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
雷̂

信
仰
は
い
ぅ
ま
で
も
な
く
水
と

の
関
係
が
深
い
が' 

こ
の
あ
た
リ
は
「
蛙
が
小
便
し
て
も
水
が
出
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど 

水
と
の
関
係
が
深
い
た
め
、
む
し
ろ
雨
乞
い
で
は
な
く
天
気
ま
つ
リ
を
す
る
と
い
う"

ま 

た 

関
東
一
円
に
多
く
の
分
社
を
も
ち' 

多
く
の
人
々
が
「
雷
電
講
」
と
呼
ぶ
講
を
作
っ 

て
参
詣
に
来
る
。

な
お
、
板
倉
の
芸
能
と
し
て
里
神
楽
が
あ
る
。
通

称

「
火
男
踊
り
」
と
呼
ば
れ
、
地
元 

の
有
志
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

大
字
板
倉
の
信
号
の
東
、
左
手
に
八
坂
神
社
が
あ
る
。
こ
こ
は
現
在
で
も
獅
子
頭
を
も
っ 

て
各
戸
を
ま
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
風
習
も
最
近
は
だ
ん
だ
ん
み
ら
れ
な 

く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
リ
東
南
、
往
還
よ
り
少
し
入
っ
た
所 

に
実
相
寺
が
あ

1̂
。
寺
入
ロ
の
右
側
に
青
面
金
剛
な
ど
が
数
基
並
ん
で
い
る
中
に
、
台
石 

に

「
右
こ
が
」
と
書
か
れ
た
元
文
五 
(

I

七
四
〇)

年
の
康
申
の
道
し
る
べ
が
あ
る
。
ま 

た
、
本
堂
に
は
木
彫
の
勝
軍
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

往
還
の
左
に
あ
る
荻
野
家
は
こ
の
地
方
の
旧
家
で
江
戸
時
代
は
惣
代
名
主
を
つ
と
め
た

板倉雷電神社入口の旧道

実 相 寺



と
り
っ
家
柄
で
あ
る
。
荻
野
家
に
は
沢
山
の
古
文
書
、
延
享1

1  
(

一
七
四
五)

年
の
絵
地 

図
、
さ
ら
に
、
天

正

十(

一
五
八
二)

年
の
銘
が
あ
る
阿
弥
陀
如
来
坐
像(

県
指
定
重
要 

文
化
財)

を
持
っ
て
い
る
。
像
の
裏
に
は
大
野
姓
が
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
豊
臣
家
に 

つ
い
た
先
祖
が' 

江
戸
時
代
に
な
っ
て
土
着
し
、
荻
野
姓
に
改
め
た
の
だ
と
い
ぅ
こ
と
で 

あ
る
。

板
倉
東
の
信
号
を
旧
道
に
入
っ
て
間
も
な
く
北
へ
上
る
細
い
道
が
あ
る
が' 

こ
れ
が
板 

倉
沼
に
出
る
道
で
あ
る
。
板
倉
沼
は
す
で
に
江
戸
中
期
頃
か
ら
開
発
が
進
ん
で
い
る
が 

以
前
は
東
西
十
二
町
、
南
北
八
町
と
い
ぅ
大
き
な
沼
で
あ
っ
た
。

こ
の
道
の
左
手
奥
に
は

板
倉
沼
へ
通
じ
て
い 

た
運
河
跡
が
あ
る
が
、
 

こ
れ
も
間
も
な
く
消 

え
て
し
ま
う
と
い
う
。
 

ま
た
、
つ
き
あ
た
り

の
右
手
奥
の
民
家
の 

庭
隅
に
水
神
祠
が
三 

基
ば
か
り
あ
る
。

先
程
の
信
号
を
右 

折
し
て
藤
木
橋
を
渡 

る
右
手
前
に
水
防
小 

屋
が
堤
防
上
に
あ
る
。
 

中
に
は
水
害
に
備
ぇ 

て
土
の
う
な
ど
が1 

い
て
あ
る
。
し
か
し
、
 

今
で
は
各
所
に
排
水 

機
が
出
来
た
の
で
、
 

そ
れ
を
使
う
機
会
も

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
谷
田
川
を
越
え
ー
キ
ロ
程
南
西
に
飯
野
の
地
蔵
院
が
あ
る
。

こ 

こ
は
ヒ
キ
ハ
カ
と
ウ
メ
ハ
カ
の
い
わ
ゆ
る
両
墓
制
の
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

こ
の
地
域
に 

は
も
う
一
か
所
、
下
五
箇
に
や
は
り
両
墓
制
が
み
ら
れ
る
。
ま
た' 

地
蔵
院
の
墓
地
に
は
、
 

か
な
り
立
派
な
不
動
明
王
像
が
あ
る
。

こ
の
飯
野
は
江
戸
時
代
に
は
利
根
JII
の
水
運
を
利 

用
し
て
河
岸
が
あ
っ
た
所
で
あ
る
。

？

飯
野
の
東
、
高
鳥
に
は
天
満
宮
が
あ
る
。
裏
の
池
な
ど
か
ら
し
て
も
一
時
は
相
当
繁
栄 

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
天
満
宮
の
ち
ょ
う
ど
真
裏
に
あ
た
る
堤
防
下
の
馬
捨
場
行 

人
塚
に
は
寛
延
二(

一
七
四
九)

年
の
地
蔵
尊
や
文
化
十

I  
(

一
八I

四)

年
の
馬
頭
観 

音
な
ど
が
あ
る
。
天
満
宮
に
行
く
途
中
左
手
に
学
校
が
あ
る
が' 

そ
の
北
側
三
差
路
に
废 

申
、
青
面
金
剛
像
が
三
基
あ
る
。
そ
の
う
ち
の一

基
は
元
禄
十
六(

一
七
〇
三)

年
の
も 

の
て
脇
侍
二
体
を
も
つ
珍
し
い
形
で
あ
る
。

か
ら
北
東
へ 

I  

.

五
キ
ロ
ほ
ど
行
く
と
丸
谷
と
い
う
集
落
に
出
る
。
集
落
のI

番 

西
の
堤
防
下
に
長
良
神
社
が
あ
り
、
そ
の
横
の
草
む
ら
の
中
に
大
変
形
の
整
っ
た
元
禄
十 

二
(

一
六
九
九)

年
の
勝
軍
地
蔵
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
ま
た
柬
へ
一 
•

五
キ
ロ
行
っ
た
所 

に
金
蔵
院
が
あ
る
。

こ
こ
は
聖
天
様
や
大
杉
様
を
祭
っ
て
い
る
。
お
堂
の
脇
に
は
庚
申
塔 

が
数
基
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
金
蔵
院
の
少
し
北
か
ら
利
根
川
に
か
け
て
古
利
根
の 

旧
河
道
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
現
在
は
全
く
水
は
流
れ
て
い
な 

い
た
め
、
そ
こ
を
利
用
し
て
水
田
な
ど
に
使
っ
て
い
る
。

た
い
ぷ
往
還
か
ら
そ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ま
た
元
の
板
倉
柬
の
交
差
点
ま
で
戻
リ
旧 

道
を
四
〇
〇
メ
—
ト
ル
ほ
ど
行
っ
て
現
在
の
道
に
合
流
し
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
左
先
に
長 

良
神
社
へ
入
る
旧
道
が
あ
る
。
こ
こ
は
昔'

「
椿
の
森
」
と
呼
ば
れ
板
倉
の
柬
は
ず
れ
に
あ 

た
る
。

こ
の
旧
道
は
道
幅
も
約
三
メ
ー
ト
ル
で
狭
い
た
め
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
よ 

う
で
あ
る
。

こ
の
道
は
前
橋• 

士°

河
線
を
横
切
っ
て
そ
の
ま
ま
堤
防
上
の
道
に
つ
な
が
っ 

て
い
た
。

こ
の
あ
た
り
の
北
に
は
旧
堤
防
の
そ
ば
に
、
板
倉
繩
文
遺
跡
が
あ
る
。
海
老
瀬 

地
区
に
沢
山
み
ら
れ
る
貝
塚
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。

旧
道
は
そ
の
ま
ま
通
り
ま
で
は
堤
防
上
を
行
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
あ
た
り
は
水
害
な

板倉沼への運河跡脇侍をもつ青面金剛像



Ill古河往還の現状と文化財

ど
に
よ
り
し
ば
し
ば
河
道
が
変
化
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
堤
防
上
の
道
は
あ
る
程
度 

安
定
し
た
道
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
岡
方
面
と
の
分
岐
の
す
ぐ
手
前 

河
川
敷
の
中
に
小
保
呂
貝
塚
が
あ
る
。

ま
た
、
藤
岡
方
面
へ
向
か
っ
て
北
東
へ I

キ
ロ
程
行
く
と
中
新
田
、
中
下
の
集
落
に
出 

み
づ
か
品" 

る
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
は
水
害
に
備
え
て
作
ら
れ
た
水
塚
が
沢
山
み
ら
れ
る
。
水
害
に
あ
っ 

た
時
に
は
揚
船
を
利
用
し
て
母
屋
の
二
階
と
同
じ
位
の
高
さ
に
あ
る
水
塚
に
避
難
し
た
と 

い
う
。

こ
の
地
方
の
人
々
の
水
と
の
戦
い
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

こ
の
集 

落
を
裏
か
ら
見
る
とI

段
と
高
い
堤
防
上
に
寄
り
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か 

る
。
ま
た
、
こ
こ
の
裏
手
に
あ
る
行
人
沼
は
生
物
学
的
に
も
玲
し
い
場
所
と
い
わ
れ 

県 

自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
平
地
で
わ
か
さ
ぎ
な 

ど
も
と
れ
る
と
い
う
。

元
の
堤
防
に
戻
り
谷
田
川
に
沿
っ
て
東
へ
行
く
と
、
や
が
て
東
武
鉄
道
の
鉄
橋
と
合
の

川
橋
が
見
え
て
く
る
。

こ
こ
で
道
は
前 

橋•

古
河
線
と
ま
た
合
流
す
る
わ
け
だ 

が' 

旧
道
は
橋
の
手
前
を
右
へ
下
り
て 

い
っ
て
川
を
渡
っ
て
対
岸
に
出
た
。
谷 

田
III
の
中
洲
に
は
今
で
も
馬
頭
観
音
が 

建
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
と
わ
か
る
。
川 

を
渡
り
yJ

れ
ば
そ
こ
は
も
ぅ
埼
玉
県
の 

北
川
辺
町
で
あ
る
。

橋
の
す
ぐ
東 

堤
防
脇
に

-

•  

ば
や
し
、
向
ふ
じ
お
か
、
東 

こ
が,.

ヒ
書
か
れ
た
庚
申
の
道
し
る
べ 

-

•

-

万

延

元(

一
八
六
〇)

年
の 

そ
の
隣
に
は
、
路
傍
の
石

造
物
と
し
て
は
大
き 

い
部
類
に
属
す
る
寛 

文
十
ー
ニ
六
七I

) 

年
の
阿
弥
陀
如
来
像 

が
あ
る
。
な
か
な
か 

し
っ
か
り
し
た
顔
立 

ち
を
し
て
い
る
。

東
武
日
光
線
の
東
、
 

渡
良
瀬
川
と
に
は
さ

まn

た
所
が
海
老
瀬
地
区
で
あ
る
。

こ
」)

は
、

一
峯
神
社
の
貝
塚'

離
山
貝
塚
な
ど
が
あ 

り
、
さ
ら
に
北
の
山
ロ
に
は
横
穴
が
あ
る*
*

し
か
し
、
こ
の
横
穴
は
荒
れ
て
い
て
そ
の
存 

在
を
確
か
め
る
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
雷
神
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
と
い
ぅ 

大
杉
神
社
に
は
大
杉
雛
子
が
残
さ
れ
て
い
る
。

利根の旧河道

水塚のある家

海老瀬離山貝塚

山口大杉神社
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館
林
城
下
江
戸
ロ
か
ら
海
老
瀬
集
落
へ

NQ
名 

称 

年 

号 

備 

考

66
竜

泉

寺
 

青

面

金

剛

像(

元
禄
元
年)

67
遍

照

寺

68
ト
ゥ
ミ
ギ
地
蔵
尊

69
釈

迦

堂
 

念
仏
講' 

毎
週
日
曜
日

70
浅
間
神
社
入
口
の
道
標 

天

保

七

年

願
±

坂

巻

与

八(

谷
越
町)

他

71
富
士
嶽
神
社

72
茂

林

寺
 

分
福
茶
釜

73
花
山
道
道
標 

享
保
二〇

年

他

に

道

祖

神

一

体

、
瀬
山
康
長
氏
宅
の
庭 

に
あ
る
。

74
追
分
の
道
標 

元

文

三

年

瀬

山

増

男

氏

宅

の

庭

に

ぁ

る

。

75
松
原
追
分
の
道
標 

不 

詳

76
一

本

松 

樹
齢
三
百
年
以±

と
い
ぅ

77
普

済

寺
 

曹
洞
宗
、
山
門
は
大
永
五
年
、
銅
鐘
、
手

洗
鉢

78
郷 

倉

79
花
山
公
園 

つ
つ
じ
の
名
所

80
子

権

現

81
秋
元
生
祠 

館
林
市
指
定
史
跡

82
赤
生
田
大
林
三
差
路
の
道 

宽
政
ニ
ー
年

標

83
浅
間
树
社 

前

方

後

円

墳

常

夜

塔
(

嘉
永
三
年-
*

面

金

剛

像(

享
保
八
年)

、
道

祖

神(

天
保 

十
四
年)

な
ど

84
古
い
民
家

85
他

宗

場
 

真
言
宗
、
曹
洞
宗
の
墓
地

86
場
殿
山
納
経
供
養
の
道
標 

文
政
ー
ニ
年

87
出
羽
三
山
道
標 

文

政

九

年

88
八
坂
神
社 

御
輿

89
道

祖

祠

90
山

神

社

91
宝

秀

寺
 

道

標
(

年
代
不
詳)

92
山
田
の
馬
頭
群 

馬
頭
観
音
七
体(

文
字
塔
六
体)

明
和
五
年
な
ど

93
羽
附
の
道
標 

明

和

三

年

西

国

供

養

塔

94
巳
待
供
養
塔

95
長
竹
の
道
標 

天
保
ー
ニ
年 

如
意
輪
観
音
像

96
决
申
の
道
標 

万

延

元

年

十
九
夜
塔
の
道
標 

嘉

永

七

年

97
円

満

寺
 

千

手

観

音

像(

県
指
定
重
要
文
化
財)

98
安

勝

寺
 

真
言
宗
、
龜
の
子
様
、
銅
鐘
、
阿
弥
陀
堂 

な
ど

99
正
明
院
墓
地

青
面
金
剛
像 

文

政

六

年

ド

ク

ロ

面

他

に

十

九

夜

塔

湖 

宝 

憧 

院 

勝

軍

地

蔵

尊(

享
保
十
二
年)

W
 

舟
山̂
*

102
筑
波
山
古
墳 

風
張
地
内

,03
水

神

祠
 

堤̂

±

104
馬
頭
観
世
音 

文
政
一 

〇
年 

他
に
元
治
元
年
、
板
碑
な
ど

105
百
番
供
養
の
道
標 

台
石
の
み'

現
在
は
こ
の
位
置
に
は
な
い
。
 

106
観

福

寺
 

十

九

夜

塔(

明
和
二
年)

、普

門

品(

安
永 

五
年)

、
な
ど

107
最
勝
寺
墓
地 

石
塚
地
内
。
山
伏' 

巫
女
の
墓
石
な
ど 

108
ィ
ボ
地
蔵 

享

保

四

年

他

に

馬

頭

観

音
(

安
永
九
年) 

湖 

水
神
塔
道
標 

安

永

九

年

110
宝
福
寺 

板
倉
観
音' 

青

面

金

剛

像(

享
和
元
年)' 

性
信
上
人

坐

像(

県
重
文)

、
札
所
案
内
道 

標
(

文
政
六
年)

111
雷
く
入
口
の
道
標 

文
化
ー
ー
年

112
雷
電
神
社 

棟
札
数
枚
。

八
幡
宮
、
稲
荷
神
社
は
国
指

定
重
要
文
化
財

里
神
楽 

郷
土
芸
能

113
馬
頭
観
音
道
し
る
べ

川 

実

相

寺
 

道

標
(

元
文
五
年'

1"
申' 

青
面
金
剛
像 

十
九
夜
塔
な
ど

115
荻

野

家
 

古
文
書
、
絵

地

図(

延
享
二
年)



HI古河往還の現状と文化財

阿
弥
陀
如
來
坐
像(

天
正
十
年'

県
fi
文)

m
 

運

河

跡

n
 

水

神

祠

1,s
薬

師

觉
 

普
門
品
な
ど

119
水
防
小
屋

120
地

蔵

院
 

飯
野
地
内
、
両
墓
制
、
不

動

明

；E
像
(

寛 

永
七
年)

な
ど

S

 

岡

尺

沖
 

力
石

0
 

“'::1
烏•
人
満"

絵
馬
な
ど

123
l1!-
面
金
剛
像 

元

禄|
六
年 

他
に
二
基

,24
馬

捨

場
 

地

蔵

尊(

寛
延
二
年)

馬

頭

観

音(

文
化
ー
ー
年)

125k
n
t
t

社 

丸
谷
地
内
、
勝

軍

地

蔵(

元
禄
十
二
年)

126
企

蔵

院
 

聖
天
様' 

大
杉
様' 

他
に

Ijt
申
塔
な
ど

,27
|1'11"

制
(

子
供
墓
地) 

下
五
箇
地
内

128
t'f
利
根
の
旧
河
道

130w
a

繩
文
遺
跡

131
小
保S

貝
塚

132
行

人,
fs
県
自
然
環
境
保
全
地
域

W
 

水 

塚 

中

下 

中
新
田
地
内
に
多
い

134
咙$

道
標 

万

延

元

年
 

他
に
十
九
夜
塔
な
ど

阿
弥
陀
如
来
像 

宽

文|
|

年

135
li:?

!'fi
観-̂

ロ 

I

笮
沖

H:
貝
塚' 

十

九

夜

塔(

文
久
元
年)
'

青
面
金 

剛
像
、
筆
塚
な
ど

137
海
老
瀬
離
山
貝
塚

138
大
杉
抻
杜 

大
杉
蟠
子

139
海
老
瀬
横
穴



あと
がき
 

本
年
度
の
歴
史
の
道
調
査
は
五
街
道
と
い
う
数
多
い
街
道
調
査
で
あ
り
、
し
か
も
調
査 

員
の
人
数
も
限
ら
れ
た
中
で
の
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
調
査
員
の
方
々
に
は
、
前 

回
ま
で
の
調
査
以
上
に
多
く
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
も
か 

か
わ
ら
ず' 

各
街
道
に
つ
い
て
道
の
確
定
、
道
の
現
状
、
文
化
財
の
分
布
状
況
等
適
確
に 

把
握
で
き
、
初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
、
近
代
化
の
波
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
度
々
で
あ
〇 

た
。
年
度
当
初
の
調
査
時
と
年
度
終
了
の
際
で
の
写
真
を
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
一
年
足 

ら
ず
の
期
間
に
、
同
じ
場
所
で
あ
り
な
が
ら
全
く
異
な
る
風
景
が
各
街
道
で
写
し
出
さ
れ 

重
要
こ
の
こ
と
か
ら
も
歴
史
の
道
調
査
が
時
機
を
得
た
調
査
で
あ
る
と
と
も
に
、
調
査
の 

た
。

性
を
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
年
度
調
査
対
象
街
道
は' 

県
内
で
も
脇
街
道
的
な
存
在
で
あ
り 

そ
の
た
め 

こ
れ
ま
で
未
調
査
の
部
分
が
多
い
街
道
で
あ
っ
た
。
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の 

街
道
の
道
が
確
定
で
き
た
こ
と
や' 

一
連
の
文
化
財
調
査
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
街 

道
研
究
上
、
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
本
調
査
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ
た
点
を
あ
げ
る
と'

HI
と
水
田
の
低
湿
地
の
中 

に
築
か
れ
た
堤
防
上
を
く
ね
く
ね
曲
が
リ
な
が
ら
、
三
メ
—
ト
ル
幅
の
旧
道
が
は
る
か
遠 

く
ま
で
続
く
古
河
往
還
。

こ
れ
は
県
内
の
他
街
道
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
光
景
で
あ 

る
。ま

た
、
桐
生
の
絹
織
物
が
江
戸
や
上
方
へ
搬
出
さ
れ
た
道
で
あ
っ
た
古
戸•

桐
生
道
。
 

新
道
と
旧
道
が
繩
を
な
う
よ
う
に
残
さ
れ
て
お
り' 

こ
の
旧
道
のI

宿
で
あ
る
道
の
中
央 

に
堀
割
を
残
す
丸
山
宿
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
中
世
に
は
既
に
相
当
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
口
留
番
所
が
is 

か
れ
、
ほ
と
ん
ど
通
行
禁
止
と
な
り
な
が
ら
、
再
三
に
わ
た
り
開
削
願
い
が
提
出
さ
れ
、
 

明
治
初
年
よ
う
や
く
開
通
し
た
時
に
築
か
れ
た
峠
付
近
に
残
る
石
垣
。
あ
る
い
は
、
佐
渡 

奉
行
街
道
の
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
通
路
の
変
遷
や' 

中
山
道
か
ら
玉
村
宿
に
至
る

数
条
の
道
筋
。
ま
た' 

民
家
や
水
路
に
昔
の
宿
場
の
面
影
を
と
ど
め
る
八
木
原
、
大
久
保
、
 

総
社
宿
の
景
観
。

こ
れ
ら
は
貴
重
な
街
道
資
料
で
あ
る
。

ま
た
、
本
調
査
で
は
、
最
も
長
い
距
離
を
も
つ
下
仁
田
道
。
下
仁
田
地
方
の
特
産
で
あ 

る
砥
沢
砥
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ね
ぎ' 

和
紙
の
搬
出
路
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
現
在 

で
も
旧
道
沿
い
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
藤
岡
、
吉
井
、
富
岡
、
下
仁
田
、
砥
沢
等
に
は
土
蔵 

造
り
の
商
家
あ
る
い
は
旅
籠
屋
風
の
家
々
が
往
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。
だ
が
、
国 

道
十
八
号
の
バ
ィ
パ
ス
的
役
割
は
い
ま
で
も
変
わ
ら
ず
、
自
動
車
の
交
通
量
は
年
々
増
加 

し
、
今
後
の
保
存
対
策
が
待
た
れ
る
。

特
に
、
こ
の
下
仁
田
道
の
枝
道
で
は
あ
る
が
、
甘
楽
町
小
幡
の
城
下
町
と
し
て
の
道
路 

中
央
を
流
れ
る
堀
割
及
び
家
並
、
陣
屋
内
の
石
垣
の
続
く
道
筋
は
保
存
状
態
が
極
め
て
良 

好
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
は
本
年
度
調
査
の
大
き
な
成
果
と
い
え
よ
ぅ
。

こ
れ
ら
の
成
果
の
陰
に
は
幾
多
の
労
苦
や
協
力
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た 

旧
道
の
道
筋
に
つ
い
て
、
地
元
教
育
委
員
会
の
方
や
地
元
の
方
々
に
日
曜
日
に
も
か
か
わ 

ら
ず
、
炎
天
下
の
中
を
一
日
中
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
背
丈
よ
り
高
い
草
む
ら
を
か 

き
わ
け
橋
脚
の
跡
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
種
々
お
世
話
に
な
っ
た
。

ま
た
、
調
査
も
必
ず
し
も
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
樹
木
や
光
線
の
関
係 

で
冬
李
に
と
予
定
し
た
写
真
撮
影
は
、
今
冬
ま
れ
に
み
る
大
雪
の
た
め
、
石
仏
等*

下
に 

埋
れ' 

雪
ど
け
ま
で
撮
影
困
難
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
現
在
廃
道
に
な
っ 

た
峠
道
を
数
時
間
か
け
て
よ
ぅ
や
く
上
っ
た
と
こ
ろ
霧
の
た
め
、
ま
わ
り
が
か
す
ん
で
写 

真
撮
影
で
き
な
か
っ
た
等
、
数
々
の
障
害
も
み
ら
れ
た
。

だ
が
、
調
査
員
の
方
々
の
献
身
的
な
調
査
へ
の
参
加
に
よ
り
、
課
題
を

一  

つ
ず
つ
克
服 

し' 

こ
こ
に
、
本
報
告
書
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
謝 

す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
が
、
今
後
の
研
究
用
資
料
と
し
て' 

さ
ら
に
県
民
一
般
の
街
道
探
訪
の
ハ 

ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
利
用
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
調
査
本
来
の
目
的
と
し
て 

の
保
存
整
備
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
本
調
査
で
得
ら
れ
た
資
料
を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
し
、
 

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

(

文
化
財
保
護
課)
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